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中
国
研
究
集
刊 

巨
号
（
総
五
十
七
号
）
平
成
二
十
五
年
十
二
月　

一
九
︱
四
〇
頁

『
呂
氏
春
秋
』
の
天

髙
田
哲
太
郎

は
じ
め
に

　
『
漢
書
藝
文
志
』
雑
家（
注
1
）に
あ
る
『
呂
氏
春
秋
』
は
、
呂
不

韋
が
当
時
六
国
で
主
流
で
あ
っ
た
荀
卿
学
派
に
対
抗
し
、
天
地
人

に
対
応
す
る
天
下
統
一
論
と
し
て
編
纂
さ
せ
た
十
二
紀
、
八
覽
、

六
論
か
ら
成
る
書
で
あ
る（
注
2
）。
そ
の
内
容
は
「
十
二
紀
は
―
中

略
―
管
子
の
幼
官
篇
の
形
式
を
真
似
て
さ
ら
に
工
夫
を
加
え
た
も

の
」
で
、「
全
体
は
儒
を
本
と
し
て
諸
家
を
折
衷
し
た
も
の
」
と

さ
れ
る（
注
3
）。
こ
の
様
な
理
解
の
下
に
そ
の
編
集
意
図
を
探
る
研

究
は
ほ
ぼ
次
の
様
に
進
展
し
て
来
た
。

　

赤
塚
忠
は
「
十
二
紀
を
原
論
と
し
、
八
覧
を
そ
の
実
践
論
と

し
、
更
に
、
六
論
を
八
覧
の
補
備
と
し
て
、
全
書
相
待
つ
て
一
の

組
織
を
な
す
も
の
」
と
し
て
十
二
紀
を
本
と
見
做
し
、
そ
の
統
一

的
理
念
を
太
一
一
元
論（
注
4
）と
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
町
田
三
郎

は
「「
時
令
」
を
通
じ
て
多
様
な
自
然
界
や
人
間
界
の
事
象
を
統

一
づ
け
よ
う
と
試
み
た
」
の
は
「『
管
子
』
の
形
式
に
触
発
さ

れ
」（
注
5
）た
も
の
と
し
、
管
子
の
時
令
説
と
の
思
想
的
関
連
性
を

強
調
す
る
。
更
に
浅
野
裕
一
は
「「
天
人
の
分
」
を
唱
え
る
荀
子

学
派
へ
の
対
抗
心
」
が
原
点
だ
と
し
、
天
人
の
関
係
を
核
と
す
る

点
を
指
摘
す
る（
注
6
）。

　

こ
れ
ら
先
行
研
究
に
拠
れ
ば
、『
呂
氏
春
秋
』
で
は
太
一
を
核

に
天
を
存
在
の
前
提
と
す
る
統
一
論
が
『
管
子
』
の
影
響
下
に
展

開
し
て
い
る
事
が
窺
わ
れ
る
。
即
ち
儒
を
本
に
す
る
と
は
天
を
本

に
す
る
事
で
あ
り
、
十
二
紀
と
は
天
の
分
節
で
あ
り
、
時
令
説
は

天
の
分
節
で
あ
る
時
に
順
う
事
、
天
人
の
分
は
天
と
の
関
係
の
認

識
だ
と
す
る
な
ら
、『
呂
氏
春
秋
』
は
天
を
統
一
論
の
前
提
に
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

の

が

（ 19 ）



　

そ
こ
で
本
論
は
天
を
分
析
し
、
太
一
を
核
と
す
る
天
が
無
形
の

天
か
ら
有
形
の
天
に
現
象
し
、
天
地
万
物
を
成
立
さ
せ
、
更
に
人

の
内
に
天
と
し
て
備
わ
り
、
そ
の
中
の
聖
人
と
し
て
の
天
符
を
持

つ
己
が
天
下
に
対
し
天
子
概
念
を
生
み
出
し
、
内
な
る
天
に
従
い

外
な
る
天
に
勝
つ
と
い
う
天
の
自
己
分
節
が
統
一
論
の
前
提
で
あ

る
事
を
論
ず
る
。
そ
し
て
こ
の
論
の
展
開
が
『
管
子
』
の
論
を
構

成
す
る
道
の
自
己
分
節
、
道
が
無
形
の
道
か
ら
形
あ
る
道
と
し
て

太
陽
と
な
り
、
心
と
な
っ
て
現
れ
、
最
終
的
に
は
方
法
或
い
は
道

路
と
し
て
実
体
の
前
ま
で
上
位
語
か
ら
下
位
語
へ
と
分
節
す
る
と

い
う
発
想
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
指
摘
し（
注
7
）、
更
に

『
呂
氏
春
秋
』
独
自
の
立
場
と
し
て
、
そ
の
道
の
上
に
己
を
立
て

諸
家
の
説
を
包
摂
し
た
事
が
雑
家
に
分
類
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う

事
を
論
ず
る（
注
8
）。

一
、
無
形
の
天
と
有
形
の
天

　

さ
て
万
物
を
成
り
立
た
せ
る
天
は
無
象
無
形
と
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
有
形
の
現
象
か
ら
の
推
定
で
あ
る
。

東
海
の
極
、
水
至
り
て
反
る
。
夏
熱
の
下
、
化
し
て
寒
と
為

る
。
故
に
曰
く
、
天
は
無
形
、
而
し
て
万
物
以
て
成
る
。
至

精
に
し
て
無
象
、
而
し
て
万
物
以
て
化
す
。（
東
海
之
極
、

水
至
而
反
。
夏
熱
之
下
、
化
而
為
寒
。
故
曰
、
天
無
形
、
而

萬
物
以
成
。
至
精
無
象
、
而
萬
物
以
化
。）（
君
守
）

　

故
に
無
形
の
天
は
有
形
の
万
物
の
根
拠
で
あ
り
、
陰
陽
を
生
み

出
し
時
間
と
し
て
認
識
さ
れ
る
現
象
の
根
源
で
あ
る
。

天
の
陰
陽
を
生
ず
る
や
、
寒
暑
燥
湿
、
四
時
之
化
、
万
物
の

変
、
利
為
ら
ざ
る
莫
く
、
害
為
ら
ざ
る
莫
し
。（
天
生
陰
陽
、

寒
暑
燥
溼
、
四
時
之
化
、
萬
物
之
變
、
莫
不
為
利
、
莫
不
為

害
。）（
盡
數
）

　

と
こ
ろ
が
陰
陽
を
生
み
出
す
天
の
内
部
に
は
更
に
太
一
が
位
置

づ
け
ら
れ
、
太
一
の
展
開
が
天
の
常
体
と
さ
れ
る
。

太
一
は
両
儀
を
出
し
、
両
儀
は
陰
陽
を
出
す
。
陰
陽
は
変
化

し
、
一
上
一
下
、
合
し
て
章
を
成
す
。
渾
渾
沌
沌
、
離
る
れ

ば
則
ち
復
た
合
し
、
合
す
れ
ば
則
ち
復
た
離
る
。
是
を
天
常

と
謂
ふ
。
天
地
は
車
輪
、
終
れ
ば
則
ち
復
た
始
り
、
極
ま
れ

ば
則
ち
復
た
反
り
、
咸
当
ら
ざ
る
莫
し
。
日
月
星
辰
、
或
は

疾
く
或
は
徐
に
し
て
、
日
月
同
じ
か
ら
ざ
る
も
、
以
て
其
の

行
を
尽
す
。
四
時
は
代
り
て
興
り
、
或
は
暑
く
或
は
寒
く
、

或
は
短
、
或
は
長
、
或
は
柔
、
或
は
剛
な
り
。
万
物
の
出
づ

る
所
、
太
一
に
造
ら
れ
、
陰
陽
に
化
す
。（
太
一
出
兩
儀
、

兩
儀
出
陰
陽
。
陰
陽
變
化
、
一
上
一
下
、
合
而
成
章
。
渾
渾

沌
沌
、
離
則
復
合
、
合
則
復
離
。
是
謂
天
常
。
天
地
車
輪
、

終
則
復
始
、
極
則
復
反
、
莫
不
咸
當
。
日
月
星
辰
、
或
疾
或

徐
、
日
月
不
同
、
以
盡
其
行
。
四
時
代
興
、
或
暑
或
寒
、
或

（ 20 ）



短
或
長
、
或
柔
或
剛
。
萬
物
所
出
、
造
於
太
一
、
化
於
陰

陽
。）（
大
樂
）

　

つ
ま
り
太
一
が
両
儀
を
生
み
出
し
そ
れ
が
陰
陽
を
生
む
な
ら

ば
、
天
と
は
太
一
が
両
儀
を
生
み
出
す
事
で
あ
る
。
太
一
は
道
と

も
さ
れ
る
。

道
な
る
者
は
、
之
を
視
れ
ど
も
見
ず
、
之
を
聴
け
ど
も
聞
か

れ
ず
、
状
を
為
す
べ
か
ら
ず
。
不
見
の
見
、
不
聞
の
聞
、
無

状
の
状
を
知
る
者
有
れ
ば
、
則
ち
之
を
知
る
に
幾
し
。
道
な

る
者
は
、
至
精
な
り
。
形
を
為
す
べ
か
ら
ず
、
名
を
為
す
べ

か
ら
ず
。
強
ひ
て
之
が
為
に
之
を
太
一
と
謂
ふ
。（
道
也
者
、

視
之
不
見
、
聽
之
不
聞
、
不
可
為
狀
。
有
知
不
見
之
見
、
不

聞
之
聞
、
無
狀
之
狀
者
、
則
幾
於
知
之
矣
。
道
也
者
、
至
精

也
。
不
可
為
形
、
不
可
為
名
。
彊
為
之
謂
之
太
一
。）（
大

樂
）

　

こ
の
道
は
『
老
子
』
の
道
で
あ
る（
注
9
）。
更
に
こ
の
道
は
先
の

君
守
篇
の
天
と
同
様
に
至
精
と
さ
れ
る
の
で
、
無
形
の
天
は
太
一

で
あ
り
道
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
呂
氏
春
秋
』
は
『
管
子
』
の
無
形

か
ら
有
形
に
展
開
す
る
道
の
展
開
と
い
う
発
想
を
下
敷
き
に
、
天

を
無
形
の
天
と
有
形
の
天
に
分
け
、
更
に
無
形
の
天
の
中
に
太
一

を
繋
ぎ
と
し
て
『
老
子
』
に
基
く
『
管
子
』
の
道
を
挿
入
し
て
い

る（
注
10
）。
従
っ
て
無
形
の
天
は
、
道
家
の
道
を
包
摂
す
る
。
故
に

無
形
の
天
は
天
下
の
正（
注
11
）と
さ
れ
る
。
更
に
こ
の
天
は
『
書
経
』

周
書
鴻
範
の
天
で
あ
る
。

天
の
用
は
密
、
准
有
る
も
以
て
平
に
せ
ず
、
縄
有
る
も
以
て

正
さ
ず
。
天
の
大
は
静
、
既
に
静
に
し
て
又
た
寧
。
以
て
天

下
の
正
と
為
す
べ
し
。
身
は
以
て
心
を
盛
り
、
心
は
以
て
智

を
盛
る
。
智
や
深
く
蔵
せ
ら
れ
、
実
は
窺
ふ
を
得
る
莫
き

か
。
鴻
範
に
曰
く
、
惟
れ
天
、
下
民
を
陰
騭
す
、
と
。
之
を

陰
に
す
る
は
、
之
を
発
す
る
所
以
な
り
。
故
に
曰
く
、
戸
を

出
ず
し
て
天
下
を
知
り
、
牖
を
窺
は
ず
し
て
天
道
を
知
る
。

其
の
出
づ
る
や
彌
々
遠
け
れ
ば
、
其
の
知
る
や
彌
々
少
し
、

と
。（
天
之
用
密
、
有
准
不
以
平
、
有
繩
不
以
正
。
天
之
大

靜
、
既
靜
而
又
寧
。
可
以
為
天
下
正
。
身
以
盛
心
、
心
以
盛

智
。
智
乎
深
藏
、
而
實
莫
得
窺
乎
。
鴻
範
曰
、
惟
天
、
陰
騭

下
民
。
陰
之
者
、
所
以
發
之
也
。
故
曰
、
不
出
於
戶
而
知
天

下
、
不
窺
於
牖
而
知
天
道
。
其
出
彌
遠
者
、
其
知
彌
少
。）

（
君
守
）

　

そ
れ
は
『
老
子
』
の
天
道（
注
12
）を
引
用
し
て
解
釈
さ
れ
る
根
源

の
天
で
あ
る
。
つ
ま
り
儒
墨
の
根
源
と
す
る
天
は
道
家
の
道
と
さ

れ
る
。
故
に
天
は
道
で
あ
る
と
同
時
に
信
仰
の
極
点
で
、『
書
経
』

に
あ
る
皇
天
上
帝
と
さ
れ（
注
13
）、
又
天
の
大
本
で
あ
る
天
宗（
注
14
）

と
さ
れ
る
。
要
す
る
に
『
呂
氏
春
秋
』
で
は
無
形
の
天
は
天
宗

で
、
道
家
の
道
で
、
儒
墨
の
皇
天
上
帝
で
あ
る
。
更
に
儒
墨
の
天

に
対
す
る
信
仰
を
取
り
込
む
為
に
天
命
と
『
管
子
』
の
道
の
展
開

（ 21 ）



で
あ
る
天
の
時（
注
15
）を
連
結
さ
せ
る
。
即
ち
、
先
ず
天
を
祭
る
の

は
天
が
人
に
は
理
由
も
分
か
ら
ず
如
何
と
も
し
難
い
命（
注
16
）、
即

ち
生
死
を
支
配
す
る
禍
福
を
下
す
為
で
あ
る
と
す
る
が（
注
17
）、
天

が
下
す
禍
福
は
ほ
と
ん
ど
禍
で
あ
り（
注
18
）、
福
の
例
は
君
主
に
生

ま
れ
た
事
自
体
が
天
賞
と
す
る
例（
注
19
）だ
け
で
あ
る
所
か
ら
す
る

と
、
万
物
を
生
み
出
す
天
の
通
常
、
生
が
福
で
、
死
に
通
じ
る
変

則
が
禍
で
あ
る
。
禍
福
に
は
妖
祥
の
予
兆
が
あ
り（
注
20
）、
人
が
招

く
と
す
る
。

商
箴
に
云
ふ
、
天
の
災
を
降
し
祥
を
布
く
、
並
び
に
其
の
職

有
り
、
と
。
以
て
禍
福
は
人
之
を
召
く
或
る
を
言
ふ
な
り
。

（
商
箴
云
、
天
降
災
布
祥
、
竝
有
其
職
。
以
言
禍
福
人
或
召

之
也
。）（
應
同
）

　

こ
れ
は
天
人
相
関
思
想
で
あ
り
、『
呂
氏
春
秋
』
は
こ
の
背
後

に
時
を
置
く
事
で
、
そ
の
説
を
吸
収
し
儒
墨
の
優
位
に
立
と
う
と

す
る
。
つ
ま
り
禍
福
は
現
象
と
し
て
展
開
す
る
時
の
流
れ
を
人
の

生
死
の
面
か
ら
説
明
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
禍
福
を
招
く
人
の
背

後
に
も
天
が
あ
り
、
国
の
興
亡
も
天
の
展
開
で
あ
る
万
物
の
形
成

変
化
と
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

凡
そ
治
乱
存
亡
、
安
危
強
弱
は
、
必
ず
其
の
遇
有
り
。
然
る

後
成
る
べ
く
、
各
々
一
な
れ
ば
則
ち
設
あ
ら
ず
。
故
に
桀
紂

は
不
肖
と
雖
も
、
其
の
亡
ぶ
や
、
湯
武
に
遇
へ
ば
な
り
。
湯

武
に
遇
ふ
は
、
天
な
り
。
桀
紂
の
不
肖
に
非
ず
。（
凡
治
亂

存
亡
、
安
危
強
弱
、
必
有
其
遇
。
然
後
可
成
、
各
一
則
不

設
。
故
桀
紂
雖
不
肖
、
其
亡
、
遇
湯
武
也
。
遇
湯
武
、
天

也
。
非
桀
紂
之
不
肖
也
。）（
長
攻
）

　

要
す
る
に
禍
福
と
は
万
物
の
変
化
、
時
で
あ
り
、
そ
れ
を
下
す

無
形
の
天
は
根
源
の
擬
人
化
で
あ
る
と
す
る
事
で
道
家
の
根
源
と

し
て
の
道
の
展
開
は
儒
墨
の
天
が
下
す
禍
福
で
あ
り
、
道
を
擬
人

化
し
た
の
が
無
形
の
天
だ
と
す
る
。

・�

天
は
、
時
を
下
し
、
地
は
、
財
を
生
ず
る
も
、
民
と
謀
ら

ず
。（
天
、
下
時
、
地
、
生
財
、
不
與
民
謀
。）（
任
地
）

・�

凡
そ
事
を
挙
ぐ
る
は
天
数
に
逆
ふ
無
く
、
必
ず
其
の
時
に

順
ひ
、
乃
ち
其
の
類
に
因
る
。（
凡
舉
事
無
逆
天
數
、
必

順
其
時
、
乃
因
其
類
。）（
仲
秋
紀
）

　

こ
の
無
形
の
天
は
有
形
の
天
か
ら
の
類
推
で
あ
っ
た
。

民
は
天
を
知
る
に
道
と
す
る
無
し
。
民
は
四
時
寒
暑
日
月
星

辰
の
行
を
以
て
天
を
知
る
。（
民
無
道
知
天
。
民
以
四
時
寒

暑
日
月
星
辰
之
行
知
天
。）（
當
賞
）

　

有
形
の
天
と
は
、
形
有
る
天
地
の
天
で
あ
り（
注
21
）、
形
が
有
る

な
ら
天
は
物
で
あ
る
。
物
と
は
合
し
て
成
り
離
れ
て
生
ず
と
次
に

あ
る
様
に
、
生
と
い
う
現
象
の
結
果
有
る
と
認
識
さ
れ
る
物
で
あ

る
。
つ
ま
り
生
と
は
物
が
生
ず
る
と
い
う
事
で
、
物
の
発
生
変
化

が
寒
暑
、
昼
夜
で
あ
り
、
具
体
的
分
節
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

天
地
は
始
有
り
。
天
は
、
微
以
て
成
り
、
地
は
、
塞
以
て
形

（ 22 ）



る
。
天
地
の
合
和
す
る
は
、
生
の
大
経
な
り
。
寒
暑
日
月
昼

夜
あ
る
を
以
て
之
を
知
り
、
殊
形
殊
能
異
宜
あ
る
を
以
て
之

を
説
く
。
夫
れ
物
は
合
し
て
成
り
、
離
れ
て
生
ず
。（
天
地

有
始
。
天
、
微
以
成
、
地
、
塞
以
形
。
天
地
合
和
、
生
之
大

經
也
。
以
寒
暑
日
月
晝
夜
知
之
、
以
殊
形
殊
能
異
宜
說
之
。

夫
物
合
而
成
、
離
而
生
。）（
有
始
）

　

従
っ
て
物
で
あ
る
天
は
、
無
形
の
天
、
既
に
見
た
太
一
が
展
開

し
、
陰
陽
が
変
化
合
体
し
分
離
独
立
し
て
生
じ
た
測
り
得
る
対
象

と
な
る
。
物
と
し
て
の
有
形
の
天
は
具
体
的
広
さ（
注
22
）の
あ
る
天

極
を
中
心
に
回
転
す
る
現
象
で
あ
り（
注
23
）、
人
が
四
時
を
知
る
根

拠
で
あ
る
。

夫
れ
天
を
審
に
す
る
者
、
列
星
を
察
し
て
四
時
を
知
る
は
、

因
な
り
。
歴
を
推
す
者
、
視
月
行
を
視
て
晦
朔
を
知
る
は
、

因
な
り
。（
夫
審
天
者
、
察
列
星
而
知
四
時
、
因
也
。
推
歷

者
、
視
月
行
而
知
晦
朔
、
因
也
。）（
貴
因
）

　

更
に
天
は
地
と
気
を
合
し
、「
天
地
の
合
和
す
る
は
、
生
の
大

経
な
り
。」（
有
始
）
と
あ
っ
た
様
に
生
命
を
分
離
し
生
み
出

す（
注
24
）。
形
有
る
物
と
し
て
の
天
は
地
と
共
に
大
き
さ
多
さ
の
最

大
で
且
つ
無
為
、
無
私
と
さ
れ
る（
注
25
）。
だ
が
無
形
の
天
の
陰
陽

の
変
化
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
有
形
の
天
は
、
形
で
あ
る
以
上
盛

衰
が
あ
り
、
そ
れ
が
既
に
見
た
天
妖
、
天
災
と
い
っ
た
ず
れ
を
生

ず
る
。

凡
そ
人
物
は
、
陰
陽
の
化
な
り
。
陰
陽
は
、
天
に
造
ら
れ
て

成
る
者
な
り
。
天
は
固
り
衰
嗛
廃
伏
有
り
、
盛
盈
鮖
息
有

り
。
人
も
亦
た
困
窮
屈
匱
有
り
、
充
実
達
遂
有
り
。
此
れ
皆

天
の
容
、
物
の
理
な
り
、
然
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
の
数
な
り
。

（
凡
人
物
者
、
陰
陽
之
化
也
。
陰
陽
者
、
造
乎
天
而
成
者
也
。

天
固
有
衰
嗛
廢
伏
、
有
盛
盈
鮖
息
。
人
亦
有
困
窮
屈
匱
、
有

充
實
達
遂
。
此
皆
天
之
容
、
物
理
也
、
而
不
得
不
然
之
數

也
。）（
知
分
）

　

し
か
し
不
規
則
性
も
有
形
の
天
の
あ
り
方
で
物
の
道
理
と
さ
れ

る
。
故
に
物
は
形
が
あ
る
点
で
は
同
一
で
も
具
体
的
形
は
万
物
と

し
て
異
な
る
。

天
地
陰
陽
は
革
ま
ら
ざ
る
も
、
万
物
を
成
す
や
同
じ
か
ら

ず
。（
天
地
陰
陽
不
革
、
而
成
萬
物
不
同
。）（
執
一
）

　

更
に
有
形
の
天
地
は
宇
宙
と
並
列
さ
れ
る
。

得
道
の
人
―
中
略
―
精
は
、
天
地
に
充
ち
て
竭
き
ず
、
神

は
、
宇
宙
を
覆
ひ
て
望
無
し
。（
得
道
之
人
―
中
略
―
精
、

充
天
地
而
不
竭
、
神
、
覆
宇
宙
而
無
望
。）（
下
賢
）

　

宇
は
四
方
上
下
で
、
宙
は
往
古
今
来
と
す
る
注（
注
26
）に
従
え
ば
、

有
形
の
天
地
の
外
側
に
は
有
に
対
す
る
同
次
元
の
無
形
の
空
間
と

時
間
が
有
る
事
に
な
り
、
天
地
は
有
無
の
有
と
い
う
限
定
的
存
在

で
あ
る
。
故
に
有
形
の
天
は
物
の
変
化
で
、
時
の
結
果
で
あ
る
。

有
形
の
天
は
、
天
地
と
し
て
更
に
万
物
を
生
み
出
す
が
、
天
地
万
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物
は
「
凡
そ
人
物
は
、
陰
陽
の
化
な
り
。」（
凡
人
物
者
、
陰
陽
之

化
也
。）（
知
分
）
と
あ
る
同
じ
物
で
あ
る
は
ず
の
人
、
そ
れ
も
一

人
の
身
と
対
置
さ
れ
る
。
天
地
万
物
と
身
が
大
同
だ
と
す
る
の

は
、
完
結
し
循
環
す
る
生
命
現
象
と
し
て
同
格
、
つ
ま
り
生
と
い

う
点
で
同
格
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
無
形
か
ら
有
形
に
次
元

を
下
る
発
想
が
用
い
ら
れ
る
。

天
地
万
物
は
、
一
人
の
身
な
り
。
此
を
之
れ
大
同
と
謂
ふ
。

衆
は
耳
目
鼻
口
な
り
、
衆
は
五
穀
寒
暑
な
り
、
此
を
之
れ
衆

異
と
謂
ふ
。
則
ち
万
物
備
る
。
天
は
万
物
を
斟
り
、
聖
人
は

覧
て
、
以
て
其
の
類
を
観
す
。（
天
地
萬
物
、
一
人
之
身
也
。

此
之
謂
大
同
。
眾
耳
目
鼻
口
也
、
眾
五
穀
寒
暑
也
、
此
之
謂

眾
異
。
則
萬
物
備
也
。
天
斟
萬
物
、
聖
人
覽
焉
、
以
觀
其

類
。）（
有
始
）

　

身
と
天
地
は
情
を
共
通
項
と
し
、
身
と
天
下
に
置
き
換
え
ら
れ

る
。

人
と
天
地
と
は
同
じ
。
万
物
の
形
は
異
と
雖
も
、
其
の
情
は

一
体
な
り
。
故
に
古
の
身
と
天
下
と
を
治
む
る
者
は
、
必
ず

天
地
に
法
る
。（
人
與
天
地
也
同
。
萬
物
之
形
雖
異
、
其
情

一
體
也
。
故
古
之
治
身
與
天
下
者
、
必
法
天
地
也
。）（
情

欲
）

　

天
地
に
法
る
の
は
人
で
あ
り
、
天
地
は
天
下
と
し
て
統
治
す
る

物
と
な
る
。

二
、
天
下

　

天
下
は
物
だ
が
、
情
は
一
体
で
あ
る
。
情
と
は
大
同
の
生
で
あ

る
。

天
下
は
、
重
物
な
る
も
以
て
其
の
生
を
害
せ
ず
。
又
た
況
や

它
物
に
於
け
る
を
や
。（
天
下
、
重
物
也
而
不
以
害
其
生
。

又
況
於
它
物
乎
。）（
貴
生
）

　

だ
が
大
同
と
す
る
以
上
、
人
の
身
も
物
で
あ
る
。
身
と
天
下
を

分
け
て
治
め
る
主
体
は
、
物
を
治
め
ら
れ
る
人
で
あ
る
。

物
を
治
む
る
は
、
物
に
於
て
せ
ず
し
て
、
人
に
於
て
す
。

（
治
物
者
、
不
於
物
、
於
人
。）（
貴
當
）

　

人
は
物
の
上
位
概
念
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
人
と
は
身
を
身
と

し
、
物
を
物
と
認
識
す
る
個
々
の
己
と
い
う
意
識
を
指
す
。
人
は

こ
こ
で
己
と
置
き
換
え
ら
れ
る
。

先
王
の
法
を
為
る
所
以
は
人
な
り
。
而
し
て
己
も
亦
た
人
な

り
。
故
に
己
を
察
す
れ
ば
則
ち
以
て
人
を
知
る
べ
く
、
今
を

察
す
れ
ば
則
ち
以
て
古
を
知
る
べ
き
は
、
古
今
一
な
り
。
人

と
我
と
は
同
じ
き
の
み
。（
先
王
之
所
以
為
法
者
人
也
。
而

己
亦
人
也
。
故
察
己
則
可
以
知
人
、
察
今
則
可
以
知
古
、
古

今
一
也
。
人
與
我
同
耳
。）（
察
今
）

　

つ
ま
り
物
と
身
の
境
界
線
は
己
で
あ
り
、
己
の
外
側
の
天
下
と
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い
う
物
、「
外
物
は
必
と
す
べ
か
ら
ず
。」（
外
物
不
可
必
。）（
必

己
）
と
あ
る
外
物
と
、
内
側
の
身
と
い
う
意
識
が
人
に
共
通
す
る

己
と
い
う
境
界
線
で
、
そ
れ
が
人
と
天
下
を
物
と
認
識
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
身
を
治
め
る
人
、
即
ち
己
の
治
め
る
天
下
と

は
、
他
の
人
の
己
を
含
ん
だ
己
以
外
の
物
で
あ
り
、
天
下
が
天
下

の
人
々
と
さ
れ
る
様
に
、
人
の
意
識
の
集
合
体
を
上
位
概
念
と
し

て
持
つ（
注
27
）。
天
地
と
人
が
大
同
で
あ
る
以
上
、
人
も
天
地
の
根

源
の
展
開
で
あ
る
。
故
に
天
下
は
全
体
と
し
て
妥
当
な
判
断
を
下

す
認
識
主
体
と
さ
れ
る
。

武
王
―
中
略
―
殷
に
親
し
む
こ
と
周
の
如
く
し
、
人
を
視
る

に
己
の
如
く
す
。
天
下
其
の
徳
を
美
し
、
万
民
其
の
義
を
説

ぶ
。
故
に
立
て
て
天
子
と
為
す
。（
武
王
―
中
略
―
親
殷
如

周
、
視
人
如
己
。
天
下
美
其
德
、
萬
民
說
其
義
。
故
立
為
天

子
。）（
簡
選
）

　

天
下
と
は
万
民
と
同
義
で
理
念
的
人
概
念
に
等
し
い
。

天
下
は
一
人
の
天
下
に
非
ず
、
天
下
の
天
下
な
り
。
陰
陽
の

和
は
、
一
類
を
長
ぜ
ず
。
甘
露
時
雨
は
、
一
物
を
私
せ
ず
。

万
民
の
主
は
、
一
人
に
阿
ら
ず
。（
天
下
非
一
人
之
天
下
也
、

天
下
之
天
下
也
。
陰
陽
之
和
、
不
長
一
類
。
甘
露
時
雨
、
不

私
一
物
。
萬
民
之
主
、
不
阿
一
人
。）（
貴
公
）

　

故
に
天
下
は
具
体
的
一
人
の
認
識
を
超
え
た
天
下
の
天
下
で
あ

り
、
陰
陽
の
和
合
の
働
き
の
様
に
無
私
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
だ
が

無
形
の
天
と
有
形
の
天
の
関
係
の
様
に
、
天
下
も
形
と
し
て
現
れ

る
以
上
変
則
が
あ
り
、
誅
伐
が
必
要
と
さ
れ
る
。

家
に
怒
笞
無
く
ん
ば
、
則
ち
豎
子
嬰
兒
の
過
有
る
や
立
に
見

る
。
国
に
刑
罰
無
く
ん
ば
、
則
ち
百
姓
の
悟
ひ
て
相
ひ
侵
す

や
立
に
見
る
。
天
下
に
誅
伐
無
く
ん
ば
、
則
ち
諸
侯
の
相
ひ

暴
す
る
や
立
に
見
る
。
故
に
怒
笞
は
家
に
偃
む
べ
か
ら
ず
。

刑
罰
は
国
に
偃
む
べ
か
ら
ず
。
誅
伐
は
天
下
に
偃
む
べ
か
ら

ず
。（
家
無
怒
笞
、
則
豎
子
嬰
兒
之
有
過
也
立
見
。
國
無
刑

罰
、
則
百
姓
之
悟
相
侵
也
立
見
。
天
下
無
誅
伐
、
則
諸
侯
之

相
暴
也
立
見
。
故
怒
笞
不
可
偃
於
家
。
刑
罰
不
可
偃
於
國
。

誅
伐
不
可
偃
於
天
下
。）（
蕩
兵
）

　

理
念
的
に
は
無
私
で
も
具
体
化
す
れ
ば
善
悪
が
現
れ
る
の
が
物

の
分
節
で
あ
り
、
故
に
矯
正
が
必
要
だ
と
判
断
す
る
の
も
太
一
の

展
開
、
陰
陽
の
化
と
す
る
。
従
っ
て
天
下
の
要
は
分
節
を
生
み
出

す
根
本
、
生
と
さ
れ
る
。

聖
人
深
く
天
下
を
慮
る
に
、
生
よ
り
貴
き
は
莫
し
、
と
。

（
聖
人
深
慮
天
下
、
莫
貴
於
生
。）（
貴
生
）

　

生
と
は
「
凡
そ
生
ず
る
は
、
一
気
の
化
に
非
ず
。
長
ず
る
は
、

一
物
の
任
に
非
ず
。
成
る
は
、
一
形
の
功
に
非
ず
。」（
凡
生
、
非

一
氣
之
化
也
。
長
、
非
一
物
之
任
也
。
成
、
非
一
形
之
功
也
。）

（
明
理
）
と
あ
る
様
に
多
種
の
気
の
変
化
で
あ
り
、「
類
同
じ
け
れ

ば
相
ひ
召
き
、
気
同
じ
け
れ
ば
則
ち
合
し
、
声
比
す
れ
ば
則
ち
応

（ 25 ）



ず
。」（
類
同
相
召
、
氣
同
則
合
、
聲
比
則
應
。）（
召
類
）
と
あ
る

様
に
、
既
に
有
始
篇
で
見
た
合
体
し
別
の
物
と
し
て
形
づ
け
ら
れ

分
離
独
立
す
る
生
の
働
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
根
源
の
太
一
か
ら
連

続
す
る
流
れ
で
、
陰
陽
の
化
、
物
の
変
化
で
あ
っ
た
。
故
に
生
と

は
物
を
生
み
出
す
働
き
で
あ
り
、
貴
生
篇
で
も
「
天
下
、
重
物

也
。
而
不
以
害
其
生
。
又
況
於
它
物
乎
。」
と
さ
れ
物
以
上
と
さ

れ
て
い
た
が
、
無
限
に
生
み
出
さ
れ
る
物
は
、
生
み
出
さ
れ
る
具

体
的
物
と
し
て
は
相
対
的
で
あ
る
以
上
、
無
限
に
連
続
す
る
生
も

そ
の
生
と
し
て
は
、「
凡
そ
天
地
の
間
に
生
ず
る
、
其
れ
必
ず
死

有
り
。」（
凡
生
於
天
地
之
間
、
其
必
有
死
。）（
節
喪
）
と
指
摘
さ

れ
る
死
に
限
定
さ
れ
な
が
ら
、「
死
生
は
、
命
な
り
、
苛
病
は
失

な
り
。」（
死
生
、
命
也
、
苛
病
、
失
也
。）（
知
接
）
と
さ
れ
る
変

更
不
能
の
命
と
し
て
展
開
す
る
。
命
と
し
て
の
生
死
は
性
命
と
さ

れ
る
。吾

命
を
天
よ
り
受
け
、
力
を
竭
し
て
以
て
人
を
養
ふ
。
生

は
、
性
な
り
。
死
は
、
命
な
り
。
余
何
ぞ
龍
を
憂
へ
ん
、

と
。（
吾
受
命
於
天
、
竭
力
以
養
人
。
生
、
性
也
。
死
、
命

也
。
余
何
憂
於
龍
焉
。）（
知
分
）

　

生
は
性
で
あ
る
。
性
は
欲
を
治
め
、
欲
は
天
子
を
治
め
、
天
子

は
君
を
治
め
、
君
は
人
を
治
め
、
人
は
物
を
治
め
る
万
物
の
本
が

性
で
あ
る
。

物
を
治
む
る
は
、
物
に
於
て
せ
ず
し
て
、
人
に
於
て
す
。
人

を
治
む
る
は
、
事
に
於
て
せ
ず
し
て
、
君
に
於
て
す
。
君
を

治
む
る
は
、
君
に
於
て
せ
ず
し
て
、
天
子
に
於
て
す
。
天
子

を
治
む
る
は
、
天
子
に
於
て
せ
ず
し
て
、
欲
に
於
て
す
。
欲

を
治
む
る
は
、
欲
に
於
て
せ
ず
し
て
、
性
に
於
て
す
。
性
は

万
物
の
本
な
り
。（
治
物
者
、
不
於
物
、
於
人
。
治
人
者
、

不
於
事
、
於
君
。
治
君
者
、
不
於
君
、
於
天
子
。
治
天
子

者
、
不
於
天
子
、
於
欲
。
治
欲
者
、
不
於
欲
、
於
性
。
性
者

萬
物
之
本
也
。）（
貴
當
）

　

従
っ
て
性
と
は
形
を
形
と
す
る
先
天
的
限
定
で
あ
り
、「
性
は

天
よ
り
受
く
る
所
な
り
。
人
の
能
く
為
す
所
に
非
ざ
る
な
り
。」

（
性
者
所
受
於
天
也
。
非
人
之
所
能
為
也
。）（
蕩
兵
）
と
あ
る
様

に
人
為
を
超
え
た
変
更
不
能
の
あ
り
方
で
あ
る
。

石
は
破
る
べ
き
も
堅
を
奪
ふ
べ
か
ら
ず
。
丹
は
磨
く
べ
き
も

赤
を
奪
ふ
べ
か
ら
ず
。
堅
と
赤
と
は
、
性
の
有
な
り
。
性
な

る
者
は
、
天
よ
り
受
く
る
所
。
択
取
し
て
之
を
為
す
に
非
ざ

る
な
り
。（
石
可
破
也
而
不
可
奪
堅
。
丹
可
磨
也
而
不
可
奪

赤
。
堅
與
赤
、
性
之
有
也
。
性
也
者
、
所
受
於
天
也
。
非
擇

取
而
為
之
也
。）（
誠
廉
）

　

変
更
不
能
の
性
に
は
命
と
共
に
、「
諸
の
能
く
治
天
下
を
治
む

る
者
、
固
り
必
ず
性
命
の
情
に
通
ず
る
は
、
当
に
無
私
な
る
べ
く

ん
ば
な
り
。」（
諸
能
治
天
下
者
、
固
必
通
乎
性
命
之
情
者
、
當
無

私
矣
。）（
有
度
）
と
さ
れ
る
情
が
あ
る
。
情
と
は
「
人
與
天
地
也
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同
。
萬
物
之
形
雖
異
、
其
情
一
體
也
。」（
情
欲
）
と
あ
っ
た
様

に
、
形
を
形
と
す
る
本
質
で
あ
り
、
人
に
在
っ
て
は
そ
の
本
音
と

さ
れ
る
。

内
は
則
ち
六
戚
四
隱
を
用
ひ
、
外
則
ち
八
観
六
験
を
用
ふ
れ

ば
、
人
の
情
偽
、
貪
鄙
、
美
惡
失
ふ
所
無
し
。
―
中
略
―
此

れ
聖
王
の
人
を
知
る
所
以
な
り
。（
内
則
用
六
戚
四
隱
、
外

則
用
八
觀
六
驗
、
人
之
情
偽
貪
鄙
美
惡
無
所
失
矣
。
―
中
略

―
此
聖
王
之
所
以
知
人
也
。）（
論
人
）

　

人
の
情
と
は
欲
で
あ
る
。
欲
と
は
「
人
の
情
は
、
生
を
欲
し
て

死
を
悪
み
、
栄
を
欲
し
て
辱
を
悪
む
。」（
人
情
、
欲
生
而
惡
死
、

欲
榮
而
惡
辱
。）（
論
威
）
と
あ
る
様
に
生
の
永
続
と
拡
大
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
欲
に
も
「
天
は
人
を
生
み
貪
有
り
欲
有
り
ら
し

む
。
欲
に
情
有
り
、
情
に
節
有
り
。」（
天
生
人
而
使
有
貪
有
欲
。

欲
有
情
、
情
有
節
。）（
情
欲
）
と
あ
る
様
に
情
が
あ
り
情
の
中
に

は
節
が
有
る
。
節
と
は
生
の
欲
を
制
す
る
意
識
で
あ
る
。
つ
ま
り

性
は
生
、
生
は
欲
、
欲
は
情
に
支
配
さ
れ
情
は
節
に
支
配
さ
れ

る
。

夫
れ
耳
目
鼻
口
は
、
生
の
役
な
り
。
耳
は
声
を
欲
す
と
雖

も
、
目
は
色
を
欲
す
と
雖
も
、
鼻
は
芬
香
を
欲
す
と
雖
も
、

口
は
滋
味
を
欲
す
と
雖
も
、
生
に
害
あ
れ
ば
則
ち
止
む
。
―

中
略
―
此
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
、
耳
目
鼻
口
は
、
擅
行
す

る
を
得
ず
、
必
ず
制
す
る
所
有
り
。
之
を
譬
ふ
れ
ば
官
職
の

擅
為
す
る
を
得
ず
、
必
ず
制
す
る
所
有
る
が
若
し
。
此
れ
貴

生
の
術
な
り
。（
夫
耳
目
鼻
口
、
生
之
役
也
。
耳
雖
欲
聲
、

目
雖
欲
色
、
鼻
雖
欲
芬
香
、
口
雖
欲
滋
味
、
害
於
生
則
止
。

―
中
略
―
由
此
觀
之
、
耳
目
鼻
口
、
不
得
擅
行
、
必
有
所

制
。
譬
之
若
官
職
不
得
擅
為
、
必
有
所
制
。
此
貴
生
之
術

也
。）（
貴
生
）

　

耳
目
は
生
に
使
役
さ
れ
欲
に
従
う
が
、
制
す
る
所
が
あ
る
と
い

う
の
が
節
で
あ
る
。
つ
ま
り
性
命
の
情
を
節
す
る
意
識
が
先
天
的

に
備
わ
る
。

諸
の
能
く
天
下
を
治
む
る
者
、
固
り
必
ず
性
命
の
情
に
通
ず

る
は
、
当
に
無
私
な
る
べ
く
ん
ば
な
り
。
夏
に
裘
を
衣
ざ
る

は
、
裘
を
愛
む
に
非
ず
、
暖
に
餘
有
れ
ば
な
り
。
―
中
略
―

聖
人
の
私
を
為
さ
ざ
る
や
、
費
を
愛
む
に
非
ず
。
己
を
節
す

れ
ば
な
り
。
己
を
節
す
れ
ば
、
貪
汙
の
心
と
雖
も
猶
若
ほ
止

む
。
又
た
況
や
聖
人
を
や
。（
諸
能
治
天
下
者
、
固
必
通
乎

性
命
之
情
者
、
當
無
私
矣
。
夏
不
衣
裘
、
非
愛
裘
也
、
暖
有

餘
也
。
―
中
略
―
聖
人
之
不
為
私
也
、
非
愛
費
也
。
節
乎
己

也
。
節
己
、
雖
貪
汙
之
心
猶
若
止
。
又
況
乎
聖
人
。）（
有

度
）

　

そ
し
て
性
命
の
情
に
通
ず
れ
ば
天
下
を
治
め
ら
れ
る
が
、
そ
の

条
件
は
無
私
で
経
験
的
な
己
の
意
識
に
左
右
さ
れ
な
い
聖
人
の
意

識
、
即
ち
己
を
節
す
る
意
識
を
己
の
核
と
す
る
事
で
あ
る
。
故
に
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節
と
は
そ
れ
自
体
相
対
化
で
き
な
い
人
の
認
識
判
断
の
核
で
生
の

本
質
で
あ
る
。
つ
ま
り
生
き
て
い
る
と
は
、「
所
謂
死
と
は
、
知

る
所
以
有
る
無
く
、
其
の
未
生
に
復
す
な
り
。」（
所
謂
死
者
、
無

有
所
以
知
、
復
其
未
生
也
。）（
貴
生
）
と
あ
る
死
の
対
極
で
認
識

す
る
意
識
が
あ
る
事
で
あ
る
。
要
す
る
に
、

人
は
其
の
生
を
以
て
生
き
ざ
る
莫
き
も
、
其
の
生
き
る
所
以

を
知
ら
ず
。
人
は
其
の
知
を
以
て
知
ら
ざ
る
莫
き
も
、
其
の

知
る
所
以
を
知
ら
ず
。（
人
莫
不
以
其
生
生
、
而
不
知
其
所

以
生
。
人
莫
不
以
其
知
知
、
而
不
知
其
所
以
知
。）（
侈
樂
）

　

と
あ
る
様
に
生
き
て
い
る
と
知
る
事
は
誰
で
も
分
か
る
が
、
何

故
生
き
て
知
る
の
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
前
提
で

生
き
て
い
る
と
知
る
な
ら
ば
、
知
る
所
以
、
認
識
す
る
意
識
が
生

の
根
本
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
生
を
生
と
す
る
太
一
か
ら
連

続
す
る
気
の
流
れ
が
主
体
と
し
て
物
を
生
み
出
し
、
物
を
扱
う
人

を
生
み
出
し
、
人
を
人
と
し
己
を
己
と
し
、
物
を
物
と
認
識
す
る

故
に
生
が
天
下
の
本
と
さ
れ
、
故
に
性
命
の
情
に
通
ず
れ
ば
天
下

を
治
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
が
一
人
の
身
が
天
地
万
物
と
同
等
と
す
る
理
由
で
あ
る
。

故
に
天
下
は
身
を
扱
う
事
で
治
め
ら
れ
る
己
の
対
象
物
で
あ
る
。

三
、
我

昔
、
先
聖
王
は
、
其
の
身
を
成
し
て
天
下
成
り
、
其
の
身
を

治
め
て
天
下
治
る
。
故
に
善
く
響
す
る
者
は
響
に
於
い
て
せ

ず
し
て
、
声
に
於
い
て
す
。
善
く
影
す
る
者
は
影
に
於
い
て

せ
ず
し
て
、
形
に
於
い
て
す
。
天
下
を
為
む
る
者
は
、
天
下

に
於
い
て
せ
ず
し
て
、
身
に
於
い
て
す
。（
昔
者
、
先
聖
王
、

成
其
身
而
天
下
成
、
治
其
身
而
天
下
治
。
故
善
響
者
不
於

響
、
於
聲
。
善
影
者
不
於
影
、
於
形
。
為
天
下
者
、
不
於
天

下
、
於
身
。）（
先
己
）

　

身
を
成
せ
ば
天
下
が
成
る
と
は
、
生
み
出
さ
れ
た
身
を
持
つ
己

が
生
み
出
し
た
天
下
を
治
め
ら
れ
る
と
い
う
事
だ
が
、
そ
れ
は
身

が
太
一
の
具
体
的
展
開
と
し
て
他
の
物
か
ら
独
立
し
て
関
係
中
に

生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
太
一
が
身
に
あ
る
と
い
う
自

覚
が
己
の
自
覚
で
あ
り
、
道
の
自
覚
で
あ
る
。

必
ず
先
づ
道
を
知
る
。
道
は
彼
に
亡
く
、
己
に
在
り
。
己
成

り
て
天
子
成
る
。
天
子
成
れ
ば
則
ち
至
味
具
る
。
故
に
近
き

を
審
に
す
る
は
遠
き
を
知
る
所
以
な
り
、
己
を
成
す
は
、
人

を
成
す
所
以
な
り
。
聖
人
の
道
は
要
あ
り
。
豈
に
越
越
と
し

て
多
業
な
ら
ん
や
。（
必
先
知
道
。
道
者
亡
彼
、
在
己
。
己

成
而
天
子
成
。
天
子
成
則
至
味
具
。
故
審
近
所
以
知
遠
也
、
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成
己
、
所
以
成
人
也
。
聖
人
之
道
要
矣
。
豈
越
越
多
業
哉
。）

（
本
味
）

　

独
立
し
た
身
を
己
と
す
る
己
は
、
道
の
限
定
的
展
開
で
あ
る
故

に
身
を
支
配
で
き
る
が
、
そ
の
己
は
我
身
が
有
る
事
に
よ
る
。
故

に
己
に
は
身
が
天
下
以
上
と
さ
れ
る
。

今
吾
が
生
の
我
が
有
為
る
、
我
を
利
す
る
こ
と
亦
た
大
な

り
。
其
の
貴
賎
を
論
じ
、
爵
は
天
子
為
り
と
す
る
も
、
以
て

比
す
る
に
足
ら
ず
。
其
の
軽
重
を
論
じ
、
富
は
天
下
を
有
す

と
す
る
も
、
以
て
之
に
易
ふ
べ
か
ら
ず
。
其
の
安
危
を
論

じ
、
一
曙
に
之
を
失
は
ば
、
終
身
復
た
得
ず
。
此
の
三
者
は

有
道
者
の
慎
む
所
な
り
。（
今
吾
生
之
為
我
有
、
而
利
我
亦

大
矣
。
論
其
貴
賤
、
爵
為
天
子
、
不
足
以
比
焉
。
論
其
輕

重
、
富
有
天
下
、
不
可
以
易
之
。
論
其
安
危
、
一
曙
失
之
、

終
身
不
復
得
。
此
三
者
有
道
者
之
所
慎
也
。）（
重
己
）

　

外
物
以
上
の
生
に
は
、
独
立
し
た
身
で
あ
る
以
上
必
ず
我
生
と

い
う
意
識
が
あ
る
。
こ
の
意
識
が
己
と
す
る
我
は
肉
体
で
あ

り（
注
28
）、
身
を
外
物
以
上
の
物
と
す
る
己
の
自
覚
は
そ
の
主
体
で

あ
る
。倕

は
、
至
巧
な
る
も
、
人
は
倕
の
指
を
愛
せ
ず
し
て
、
己
の

指
を
愛
す
る
は
、
之
が
利
を
有
す
る
が
故
な
り
。
人
は
崑
山

之
玉
、
江
漢
の
珠
を
愛
せ
ず
し
て
、
己
の
一
蒼
璧
小
璣
を
愛

す
る
は
、
之
が
利
を
有
す
る
が
故
な
り
。
今
吾
が
生
の
我
が

有
為
る
、
我
を
利
す
る
こ
と
亦
た
大
な
り
。（
倕
、
至
巧
也
、

人
不
愛
倕
之
指
、
而
愛
己
之
指
、
有
之
利
故
也
。
人
不
愛
崑

山
之
玉
、
江
漢
之
珠
、
而
愛
己
一
蒼
璧
小
璣
、
有
之
利
故

也
。
今
吾
生
之
為
我
有
、
而
利
我
亦
大
矣
。）（
重
己
）

　

こ
の
様
に
己
は
人
の
根
拠
で
あ
る
。
故
に
天
命
を
受
け
た
聖
人

の
吾
と
は
そ
の
自
覚
、
つ
ま
り
己
の
相
対
化
で
あ
る
。

禹
、
天
を
仰
視
し
て
歎
じ
て
曰
く
、
吾
、
命
を
天
よ
り
受

け
、
力
を
竭
し
以
て
人
を
養
ふ
。
生
は
、
性
な
り
。
死
は
、

命
な
り
。
余
、
何
ぞ
龍
を
憂
へ
ん
、
と
。
―
中
略
―
命
な
る

者
は
、
然
る
所
以
を
知
ら
ず
し
て
然
る
者
な
り
。
人
智
巧
を

事
と
し
て
以
て
舉
錯
す
る
者
は
与
る
を
得
ず
。（
禹
仰
視
天

而
歎
曰
、
吾
受
命
於
天
、
竭
力
以
養
人
。
生
、
性
也
。
死
、

命
也
。
余
何
憂
於
龍
焉
。
―
中
略
―
命
也
者
、
不
知
所
以
然

而
然
者
也
。
人
事
智
巧
以
舉
錯
者
不
得
與
焉
。）（
知
分
）

　

だ
が
自
覚
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
人
の
基
準
が
己
と
さ
れ
る
の

は
、
人
に
は
必
ず
己
の
内
に
性
、
即
ち
道
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

性
は
万
物
の
本
な
り
。
長
く
す
べ
か
ら
ず
、
短
く
す
べ
か
ら

ず
。
其
の
固
り
然
る
に
因
り
て
之
を
然
り
と
す
。
此
れ
天
地

の
数
な
り
。
―
中
略
―
湯
武
は
其
の
行
を
修
め
て
天
下
従

ひ
、
桀
紂
は
其
の
行
を
慢
に
し
て
天
下
畔
く
。
豈
に
其
の
言

を
待
た
ん
や
。
君
子
は
己
に
在
る
者
を
審
に
す
る
の
み
。

（
性
者
萬
物
之
本
也
。
不
可
長
、
不
可
短
。
因
其
固
然
而
然
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之
。
此
天
地
之
數
也
。
―
中
略
―
湯
武
修
其
行
而
天
下
從
、

桀
紂
慢
其
行
而
天
下
畔
。
豈
待
其
言
哉
。
君
子
審
在
己
者
而

已
矣
。）（
貴
當
）

　

故
に
人
は
、「
人
の
情
、
己
に
同
じ
き
者
を
愛
し
、
己
に
同
じ

き
者
を
誉
め
、
己
に
同
じ
き
者
を
助
く
。」（
人
之
情
、
愛
同
於
己

者
、
譽
同
於
己
者
、
助
同
於
己
者
。）（
誣
徒
）
と
あ
る
様
に
必
ず

己
を
基
準
に
判
断
す
る
。
こ
の
様
な
あ
り
方
が
人
の
前
提
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
性
命
の
情
そ
の
も
の
の
己
と
し
て
人
に
対
す
れ
ば
天
下

に
評
価
さ
れ
天
子
と
な
る
。

武
王
―
中
略
―
殷
に
親
し
む
こ
と
周
の
如
く
し
、
人
を
視
る

に
己
の
如
く
す
。
天
下
其
の
徳
を
美
し
、
万
民
其
の
義
を
説

ぶ
。
故
に
立
て
て
天
子
と
為
す
。（
武
王
―
中
略
―
親
殷
如

周
、
視
人
如
己
。
天
下
美
其
德
、
萬
民
說
其
義
。
故
立
為
天

子
。）（
簡
選
）

　

こ
れ
が
既
に
「
天
下
、
重
物
也
。
而
不
以
害
其
生
。
又
況
於
它

物
乎
。」（
貴
生
）
と
あ
っ
た
天
下
よ
り
そ
の
生
、
即
ち
我
生
を
重

視
す
る
そ
の
己
で
あ
り
、「
惟
だ
天
下
を
以
て
其
の
生
を
害
せ
ざ

る
者
、
以
て
天
下
を
託
す
べ
し
。」（
惟
不
以
天
下
害
其
生
者
也
、

可
以
託
天
下
。）（
貴
生
）
と
あ
る
天
下
を
託
す
聖
人
の
己
で
あ

る
。
つ
ま
り
己
の
根
源
で
あ
る
生
を
己
に
自
覚
す
る
事
が
天
下
を

統
治
す
る
者
の
条
件
で
あ
り
、
天
下
と
は
己
と
同
格
と
さ
れ
る
故

に
己
か
ら
類
推
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

丘
之
を
聞
く
、
之
を
身
に
得
る
者
は
、
之
を
人
に
得
。
之
を

身
に
失
ふ
者
は
、
之
を
人
に
失
ふ
。
門
戸
を
出
で
ず
し
て
天

下
治
ま
る
と
は
、
其
れ
唯
だ
己
の
身
に
反
る
を
知
る
者
か
、

と
。（
丘
聞
之
、
得
之
於
身
者
、
得
之
人
。
失
之
於
身
者
、

失
之
人
。
不
出
於
門
戸
而
天
下
治
者
、
其
唯
知
反
於
己
身
者

乎
。）（
先
己
）

　

天
下
が
己
の
類
推
か
ら
知
り
得
る
と
す
る
立
場
は
、『
老

子
』（
注
29
）を
取
り
込
み
な
が
ら
天
下
を
知
り
天
道
を
見
る
主
体
と

し
て
己
を
道
の
上
に
立
て
る
立
場
で
あ
る
。

主
の
道
は
約
に
し
て
、
君
の
守
り
は
近
し
。
太
上
は
諸
を
己

に
反
し
、
其
の
次
は
諸
を
人
に
求
む
。
其
の
之
を
索
む
る
こ

と
彌
々
遠
き
者
は
、
其
の
之
を
推
す
こ
と
彌
々
疏
し
。
其
の

之
を
求
む
る
こ
と
彌
々
強
き
者
は
、
之
を
失
ふ
こ
と
彌
々
遠

し
。（
主
道
約
、
君
守
近
。
太
上
反
諸
己
、
其
次
求
諸
人
。

其
索
之
彌
遠
者
、
其
推
之
彌
疏
。
其
求
之
彌
疆
者
、
失
之
彌

遠
。）（
論
人
）

　

こ
れ
は
太
上
概
念
に
己
を
結
び
付
け
、
道
の
上
に
己
を
立
て
根

拠
と
す
る
事
で
道
家
の
道
を
包
摂
し
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
太
上

と
は
己
の
内
に
求
め
る
べ
き
知
の
根
源
と
さ
れ
る
。

夫
れ
尭
は
悪
に
か
賢
を
天
下
に
得
て
舜
を
試
す
。
舜
は
悪
に

か
賢
を
天
下
に
得
て
禹
を
試
す
。
之
を
耳
に
断
ず
る
の
み
。

耳
の
以
て
断
ず
べ
き
、
性
命
の
情
に
反
る
な
り
。
―
中
略
―
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太
上
は
之
を
知
り
、
其
の
次
は
其
の
知
ら
ざ
る
を
知
る
。
知

ら
ざ
れ
ば
則
ち
問
ひ
、
能
は
ざ
れ
ば
則
ち
学
ぶ
。
周
箴
に
曰

く
、
夫
れ
自
ら
斯
に
念
へ
ば
、
徳
を
学
ぶ
こ
と
未
だ
暮
か
ら

ず
、
と
。
賢
に
学
び
て
問
ふ
は
、
三
代
の
昌
な
る
所
以
な

り
。（
夫
堯
惡
得
賢
天
下
而
試
舜
。
舜
惡
得
賢
天
下
而
試
禹
。

斷
之
於
耳
而
已
矣
。
耳
之
可
以
斷
也
、
反
性
命
之
情
也
。
―

中
略
―
太
上
知
之
、
其
次
知
其
不
知
。
不
知
則
問
、
不
能
則

學
。
周
箴
曰
、
夫
自
念
斯
、
學
德
未
暮
。
學
賢
問
、
三
代
之

所
以
昌
也
。）（
謹
聽
）

　

尭
が
舜
を
聖
人
と
判
断
し
た
の
も
尭
が
己
で
判
断
し
た
の
で
あ

り
、
そ
の
判
断
の
根
拠
が
性
命
の
情
で
あ
る
。
己
に
反
る
と
は
性

命
の
情
に
反
る
事
な
ら
ば
、「
太
上
は
之
を
知
る
」
と
は
己
と
は

性
命
の
情
そ
の
も
の
だ
と
知
る
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
己
が

知
ら
な
い
事
を
知
る
と
い
う
自
己
相
対
化
の
果
て
に
到
達
す
る
べ

き
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
が
知
の
根
源
、
判
断
基
準
だ
と
い
う
事
で

あ
る
。
己
が
絶
対
的
基
準
で
あ
る
の
は
思
考
す
る
事
自
体
が
存
在

根
拠
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
従
っ
て
、
己
に
在
る
思
考
自
体
が
最

終
的
に
判
断
を
下
す
根
拠
と
な
る
。

君
子
の
自
ら
行
ふ
や
、
人
を
敬
す
る
も
敬
せ
ら
る
る
を
必
と

せ
ず
、
人
を
愛
す
る
も
愛
せ
ら
る
る
を
必
と
せ
ず
。
人
を
敬

愛
す
る
者
は
、
己
な
り
。
敬
愛
せ
ら
る
る
者
は
、
人
な
り
。

君
子
は
己
に
在
る
者
を
必
と
し
、
人
に
在
る
者
を
必
と
せ

ず
。
己
に
在
る
を
必
と
せ
ば
、
遇
は
ざ
る
無
し
。（
君
子
之

自
行
也
、
敬
人
而
不
必
見
敬
、
愛
人
而
不
必
見
愛
。
敬
愛
人

者
、
己
也
。
見
敬
愛
者
、
人
也
。
君
子
必
在
己
者
、
不
必
在

人
者
也
。
必
在
己
、
無
不
遇
矣
。）（
必
己
）

　

己
に
在
る
も
の
と
は
性
命
の
情
、
太
一
で
あ
り
、
太
上
と
は
こ

れ
が
本
来
の
我
だ
と
す
る
意
識
で
あ
る
。
こ
の
己
の
意
識
は
身
か

ら
外
物
へ
と
拡
大
し
、
公
私
概
念
を
も
包
摂
す
る
。

嘗
て
試
に
上
古
記
を
観
る
に
、
三
王
の
佐
、
其
の
名
栄
な
ら

ざ
る
無
く
者
、
其
の
実
安
か
ら
ざ
る
無
き
は
、
功
大
な
れ
ば

な
り
。
詩
に
云
ふ
、
晻
た
る
有
り
て
淒
淒
、
雲
を
興
す
こ
と

祁
祁
、
我
が
公
田
に
雨
ふ
り
、
遂
に
我
が
私
に
及
ぶ
、
と
。

（
嘗
試
觀
上
古
記
、
三
王
之
佐
、
其
名
無
不
榮
者
、
其
實
無

不
安
者
、
功
大
也
。
詩
云
、
有
晻
淒
淒
、
興
雲
祁
祁
、
雨
我

公
田
、
遂
及
我
私
。）（
務
本
）

　

己
の
意
識
と
は
無
限
に
拡
大
可
能
な
国
に
ま
で
及
ぶ
生
の
意
識

で
あ
る
。

臣
の
言
を
聴
か
ば
、
国
は
必
ず
広
大
、
身
は
必
ず
安
楽
な
ら

ん
。
是
れ
生
き
て
又
た
生
く
る
な
り
。
臣
の
言
を
聴
か
ざ
れ

ば
、
国
は
必
ず
滅
亡
、
身
は
必
ず
危
辱
あ
ら
ん
。
是
れ
死
し

て
又
た
死
す
る
な
り
。（
聽
臣
之
言
、
國
必
廣
大
、
身
必
安

樂
。
是
生
而
又
生
也
。
不
聽
臣
之
言
、
國
必
滅
亡
、
身
必
危

辱
。
是
死
而
又
死
也
。）（
貴
信
）
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又
己
の
意
識
は
天
下
と
の
境
界
線（
注
30
）で
も
あ
る
。
従
っ
て
己

の
意
識
が
天
下
に
ま
で
拡
大
す
れ
ば
王
者
と
い
う
事
に
な
る
。
東

西
南
北
上
下
の
内
側
が
す
べ
て
己
の
府
、
己
の
有
と
す
る
の
は
己

の
意
識
が
外
物
を
包
摂
し
た
状
態
で
あ
る
。

信
立
た
ば
則
ち
虚
言
以
て
賞
す
べ
し
。
虚
言
以
て
賞
す
べ
く

ん
ば
、
則
ち
六
合
の
内
、
皆
己
の
府
為
り
。
信
の
及
ぶ
所
、

尽
く
之
を
制
す
。
之
を
制
す
る
も
用
ひ
ざ
れ
ば
、
人
の
有
な

り
。
之
を
制
し
て
之
を
用
ふ
れ
ば
、
己
の
有
な
り
。
己
之
を

有
さ
ば
、
則
ち
天
地
の
物
畢
く
用
を
為
す
。
人
主
此
の
論
を

見
る
者
有
ら
ば
、
其
の
王
た
る
久
し
か
ら
ず
。（
信
立
則
虛

言
可
以
賞
矣
。
虛
言
可
以
賞
、
則
六
合
之
內
皆
為
己
府
矣
。

信
之
所
及
、
盡
制
之
矣
。
制
之
而
不
用
、
人
之
有
也
。
制
之

而
用
之
、
己
之
有
也
。
己
有
之
、
則
天
地
之
物
畢
為
用
矣
。

人
主
有
見
此
論
者
、
其
王
不
久
矣
。）（
貴
信
）

　

己
の
意
識
は
形
の
す
べ
て
で
あ
る
時
間
と
空
間
、
宇
宙
に
及

ぶ
。

故
に
曰
く
、
身
を
以
て
家
を
為
め
、
家
を
以
て
国
を
為
め
、

国
を
以
て
天
下
を
為
む
。
此
の
四
者
は
、
位
を
異
に
す
る
も

本
を
同
じ
く
す
。
故
に
聖
人
の
事
、
之
を
広
く
す
れ
ば
則
ち

宇
宙
を
極
め
、
日
月
を
窮
む
。
之
を
約
す
れ
ば
則
ち
身
を
出

る
者
無
き
な
り
。（
故
曰
、
以
身
為
家
、
以
家
為
國
、
以
國

為
天
下
。
此
四
者
、
異
位
同
本
。
故
聖
人
之
事
、
廣
之
則
極

宇
宙
、
窮
日
月
。
約
之
則
無
出
乎
身
者
也
。）（
執
一
）

　

こ
の
己
の
意
識
は
性
に
基
く
が
、
性
は
己
の
中
の
天
と
さ
れ

る
。

四
、
我
の
中
の
天

　

次
の
資
料
の
天
は
人
の
外
側
の
天
で
は
な
く
、
人
の
中
に
あ
る

天
で
あ
る
。

何
を
か
諸
を
己
に
反
す
と
謂
ふ
。
耳
目
を
適
は
し
め
、
嗜
欲

を
節
し
、
智
謀
を
釈
て
、
巧
故
を
去
り
て
、
意
を
無
窮
の
次

に
游
ば
せ
、
心
を
自
然
の
塗
に
事
へ
し
む
。
此
の
若
く
ん
ば

則
ち
以
て
其
の
天
を
害
す
る
無
し
。
以
て
其
の
天
を
害
す
る

無
く
ん
ば
則
ち
精
を
知
る
。
精
を
知
ら
ば
則
ち
神
を
知
る
。

神
を
知
る
を
之
れ
一
を
得
る
と
謂
ふ
。（
何
謂
反
諸
己
也
。

適
耳
目
、
節
嗜
欲
、
釋
智
謀
、
去
巧
故
、
而
游
意
乎
無
窮
之

次
、
事
心
乎
自
然
之
塗
。
若
此
則
無
以
害
其
天
矣
。
無
以
害

其
天
則
知
精
。
知
精
則
知
神
。
知
神
之
謂
得
一
。）（
論
人
）

　

己
の
中
の
天
は
己
の
知
の
根
拠
で
あ
り
、
我
が
一
を
得
る
条
件

で
あ
る
。
得
る
と
は
知
る
と
置
き
換
え
ら
れ
る
。
す
る
と
根
源
で

あ
る
一
を
得
る
と
は
、
認
識
を
生
み
出
す
働
き
が
本
来
の
我
で
あ

る
と
知
る
事
に
な
る
。
そ
の
働
き
と
は
既
に
述
べ
た
生
で
あ
る
。

生
な
る
者
は
、
其
の
身
固
り
靜
に
し
て
、
或
は
而
ち
後
に
知
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り
、
或
は
之
を
使
ふ
。
遂
げ
て
返
ら
ざ
れ
ば
、
嗜
欲
に
制
せ

ら
る
。
嗜
欲
に
制
せ
ら
る
る
こ
と
無
窮
な
れ
ば
則
ち
必
ず
其

の
天
を
失
ふ
。（
生
也
者
、
其
身
固
靜
、
或
而
後
知
、
或
使

之
也
。
遂
而
不
返
、
制
乎
嗜
欲
。
制
乎
嗜
欲
無
窮
則
必
失
其

天
矣
。）（
侈
樂
）

　

生
が
欲
に
覆
わ
れ
れ
ば
天
を
失
う
と
は
、
欲
が
経
験
に
よ
り
錯

覚
を
起
し
、
認
識
主
体
が
本
来
の
あ
り
方
を
失
う
事
で
あ
る
。
こ

れ
は
無
形
有
形
の
天
の
発
想
と
同
様
に
具
体
的
な
も
の
に
は
ず
れ

が
あ
る
と
い
う
事
で
あ
り
、
従
っ
て
与
え
ら
れ
た
具
体
的
生
を
養

い
全
く
し
た
者
、
本
来
の
あ
り
方
に
到
達
し
た
者
が
全
天
、
全
生

す
る
王
者
と
し
て
の
天
子
と
さ
れ
る
。

始
め
て
之
を
生
ず
る
者
は
、
天
な
り
。
之
を
養
成
す
る
者

は
、
人
な
り
。
能
く
天
の
生
ず
る
所
を
養
ひ
て
之
に
攖
る
な

き
を
天
子
と
謂
ふ
。
天
子
の
動
く
や
、
天
を
全
く
す
る
を
以

て
故
と
為
す
者
也
。
此
れ
官
の
自
り
て
立
つ
所
な
り
。
官
を

立
つ
る
は
、
生
を
全
く
す
る
を
以
て
な
り
。（
始
生
之
者
、

天
也
。
養
成
之
者
、
人
也
。
能
養
天
之
所
生
而
勿
攖
之
謂
天

子
。
天
子
之
動
也
、
以
全
天
為
故
者
也
。
此
官
之
所
自
立

也
。
立
官
者
、
以
全
生
也
。）（
本
生
）

　

天
は
こ
こ
で
人
と
対
比
さ
れ
る
が
、
天
は
所
以
生
、
人
は
生
で

あ
り
、
生
み
出
し
た
形
而
上
的
天
と
生
み
出
さ
れ
た
具
体
的
生
で

あ
る
人
の
対
比
に
等
し
い
。
従
っ
て
天
子
は
具
現
化
す
る
べ
き
理

念
的
人
格
で
あ
る
。
故
に
そ
の
様
な
あ
り
方
を
す
る
者
は
聖
人
と

さ
れ
る
。

万
人
弓
を
操
り
共
に
一
招
を
射
ば
、
招
中
ら
ざ
る
無
し
。
万

物
は
章
章
た
り
。
以
て
一
生
を
害
す
れ
ば
、
生
傷
な
は
れ
ざ

る
無
く
、
以
て
一
生
に
便
な
ら
し
む
れ
ば
、
生
長
ぜ
ざ
る
無

し
。
故
に
聖
人
の
万
物
を
制
す
る
や
、
其
の
天
を
全
く
す
る

を
以
て
す
。
天
全
け
れ
ば
則
ち
神
は
和
し
、
目
は
明
、
耳
は

聰
、
鼻
は
臭
、
口
は
敏
に
し
て
、
三
百
六
十
節
皆
利
に
通

ず
。（
萬
人
操
弓
共
射
一
招
、
招
無
不
中
。
萬
物
章
章
。
以

害
一
生
、
生
無
不
傷
、
以
便
一
生
、
生
無
不
長
。
故
聖
人
之

制
萬
物
也
、
以
全
其
天
也
。
天
全
則
神
和
矣
、
目
明
矣
、
耳

聰
矣
、
鼻
臭
矣
、
口
敏
矣
、
三
百
六
十
節
皆
通
利
矣
。）（
本

生
）

　

聖
人
が
用
い
る
全
天
と
は
全
性
で
あ
り
、
性
命
の
情
、
天
性
に

達
す
る
事
で
あ
る
。

且
つ
天
の
人
を
生
ず
る
や
、
而
ち
其
の
耳
を
し
て
以
て
聞
く

べ
か
ら
し
む
る
も
、
学
ば
ざ
れ
ば
、
其
の
聞
聾
に
若
か
ず
。

其
の
目
を
し
て
以
て
見
る
べ
か
ら
し
む
る
も
、
学
ば
ざ
れ

ば
、
其
の
見
盲
に
若
か
ず
。
其
の
口
を
し
て
以
て
言
ふ
べ
か

ら
し
む
る
も
、
学
ば
ざ
れ
ば
、
其
の
言
爽
に
若
か
ず
。
其
の

心
を
し
て
以
て
知
る
べ
か
ら
し
む
る
も
、
学
ば
ざ
れ
ば
、
其

の
知
狂
に
若
か
ず
。
故
に
凡
そ
学
は
、
能
く
益
す
に
非
ず
、
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天
性
に
達
す
る
な
り
。
能
く
天
の
生
ず
る
所
を
全
く
し
て
之

を
敗
る
勿
き
、
是
を
善
学
と
謂
ふ
。（
且
天
生
人
也
、
而
使

其
耳
可
以
聞
、
不
學
、
其
聞
不
若
聾
。
使
其
目
可
以
見
、
不

學
、
其
見
不
若
盲
。
使
其
口
可
以
言
、
不
學
、
其
言
不
若

爽
。
使
其
心
可
以
知
、
不
學
、
其
知
不
若
狂
。
故
凡
學
、
非

能
益
也
、
達
天
性
也
。
能
全
天
之
所
生
而
勿
敗
之
、
是
謂
善

學
。）（
尊
師
）

　

天
性
に
達
す
る
と
は
、
己
が
与
え
ら
れ
た
時
、
天
年
を
全
く
す

る
事
で
あ
る
。

凡
そ
事
の
本
は
、
必
ず
先
づ
身
を
治
め
、
其
の
大
宝
を
嗇

む
。
其
の
新
を
用
ひ
、
其
の
陳
を
棄
つ
れ
ば
、
腠
理
遂
に
通

ず
。
精
気
日
々
に
新
に
し
て
、
邪
気
尽
く
去
る
。
其
の
天
年

に
及
べ
ば
、
此
を
之
れ
真
人
と
謂
ふ
。（
凡
事
之
本
、
必
先

治
身
、
嗇
其
大
寶
。
用
其
新
、
棄
其
陳
、
腠
理
遂
通
。
精
氣

日
新
、
邪
氣
盡
去
。
及
其
天
年
、
此
之
謂
真
人
。）（
先
己
）

　

天
年
を
全
く
す
る
と
は
、
生
の
永
続
と
安
定
だ
が
、
人
は
生
を

全
く
す
る
為
に
逆
に
生
を
損
な
う
闘
争
す
る
力
を
性
と
し
て
与
え

ら
れ
て
い
る
。

凡
そ
兵
な
る
者
は
威
な
り
。
威
な
る
者
は
力
な
り
。
民
の
威

力
有
る
は
、
性
な
り
。
性
は
天
よ
り
受
く
る
所
。
人
の
能
く

為
す
所
に
非
ず
。（
凡
兵
也
者
威
也
。
威
也
者
力
也
。
民
之

有
威
力
、
性
也
。
性
者
所
受
於
天
也
。
非
人
之
所
能
為
也
。）

（
蕩
兵
）

　

天
年
を
全
く
し
天
性
に
達
し
よ
う
と
す
る
の
が
欲
で
性
な
ら
、

逆
は
悪
だ
が
そ
れ
も
性
で
あ
る
。

始
め
て
人
を
生
ず
る
者
は
天
な
り
、
人
事
と
す
る
無
し
。
天

人
を
し
て
欲
す
る
有
ら
し
む
、
人
求
め
ざ
る
を
得
ず
。
天
人

を
し
て
悪
む
有
ら
し
む
。
人
辟
け
ざ
る
を
得
ず
。
欲
と
悪
と

は
天
よ
り
受
く
る
所
な
り
。
人
与
る
を
得
ず
、
変
ず
べ
か
ら

ず
、
易
ふ
べ
か
ら
ず
。（
始
生
人
者
天
也
。
人
無
事
焉
。
天

使
人
有
欲
。
人
弗
得
不
求
。
天
使
人
有
惡
。
人
弗
得
不
辟
。

欲
與
惡
所
受
於
天
也
。
人
不
得
與
焉
、
不
可
變
、
不
可
易
。）

（
大
樂
）

　

欲
と
悪
は
生
の
外
物
に
対
す
る
展
開
で
あ
り
、
天
性
と
し
て
人

を
規
定
す
る
。
存
在
の
相
対
性
に
よ
る
絶
対
へ
の
願
望
が
天
地
の

循
環
の
様
に
現
象
し
、
人
は
闘
争
を
繰
り
返
す
。
そ
れ
が
生
で
あ

り
命
で
あ
る
。
従
っ
て
天
地
陰
陽
に
法
則
が
あ
る
様
に
欲
を
節
す

る
意
識
、「
天
人
を
生
じ
貪
有
り
欲
有
ら
し
む
。
欲
に
情
有
り
、

情
に
節
有
り
。」（
天
生
人
而
使
有
貪
有
欲
。
欲
有
情
、
情
有
節
。）

（
情
欲
）
と
あ
る
節
を
義
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

天
の
民
を
生
ず
る
や
而
ち
別
有
ら
し
む
。
別
有
る
は
、
人
の

義
な
り
。
禽
獣
麋
鹿
に
異
な
る
所
な
り
。
君
臣
上
下
の
立
つ

所
以
な
り
。（
天
生
民
而
令
有
別
。
有
別
、
人
之
義
也
。
所

異
於
禽
獸
麋
鹿
也
。
君
臣
上
下
之
所
以
立
也
。）（
先
識
）
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そ
し
て
欲
悪
す
る
性
を
「
性
は
万
物
の
本
な
り
。
長
く
す
べ
か

ら
ず
、
短
く
す
べ
か
ら
ず
。
其
の
固
り
然
る
に
因
り
て
之
を
然
り

と
す
。
此
れ
天
地
の
数
な
り
。」（
性
者
萬
物
之
本
也
。
不
可
長
、

不
可
短
。
因
其
固
然
而
然
之
。
此
天
地
之
數
也
。）（
貴
當
）
と
し

て
天
地
の
数
、
物
の
存
在
の
法
則
と
見
な
す
。

　

故
に
人
は
そ
の
天
を
全
く
す
る
為
に
己
を
拡
大
し
よ
う
と
闘
争

し
、
知
る
所
以
、
節
度
を
理
解
す
る
意
識
に
従
っ
て
そ
の
天
に
順

い
長
を
立
て
、
君
を
立
て
、
天
子
を
立
て
る
。

未
だ
蚩
尤
有
ら
ざ
る
の
時
、
民
固
り
林
木
を
剥
ぎ
て
以
て
戦

ふ
。
勝
者
は
長
と
為
る
。
長
は
則
ち
猶
ほ
之
を
治
む
る
に
足

ら
ず
。
故
に
君
を
立
つ
。
君
又
た
以
て
之
を
治
む
る
に
足
ら

ず
。
故
に
天
子
を
立
つ
。
天
子
の
立
つ
や
君
よ
り
出
づ
。
君

の
立
つ
や
長
よ
り
出
づ
。
長
の
立
つ
や
争
よ
り
出
づ
。
争
闘

の
自
り
て
来
る
所
の
者
は
久
し
。
禁
ず
べ
か
ら
ず
、
止
む
べ

か
ら
ず
。（
未
有
蚩
尤
之
時
、
民
固
剝
林
木
以
戰
矣
。
勝
者

為
長
。
長
則
猶
不
足
治
之
。
故
立
君
。
君
又
不
足
以
治
之
。

故
立
天
子
。
天
子
之
立
也
出
於
君
。
君
之
立
也
出
於
長
。
長

之
立
也
出
於
爭
。
爭
鬭
之
所
自
來
者
久
矣
。
不
可
禁
、
不
可

止
。）（
蕩
兵
）

　

と
こ
ろ
が
人
は
無
限
の
欲
望
を
調
整
す
る
は
ず
の
性
、
天
に
逆

ら
う
場
合
が
あ
る
。

善
く
上
為
る
者
は
、
能
く
人
を
し
て
欲
を
得
る
こ
と
無
窮
な

ら
し
む
。
故
に
人
の
用
を
得
べ
き
も
亦
た
無
窮
な
り
。
蠻
夷

反
舌
、
殊
俗
異
習
の
国
も
、
―
中
略
―
其
の
欲
の
使
と
為
る

は
、
一
な
り
。
三
王
も
革
む
る
能
は
ず
、
革
む
る
能
は
ず
し

て
功
成
る
者
は
、
其
の
天
に
順
へ
ば
な
り
。
桀
紂
も
離
す
能

は
ず
、
離
す
能
は
ず
し
て
国
亡
ぶ
者
は
、
其
の
天
に
逆
へ
ば

な
り
。
逆
ふ
も
其
の
逆
ふ
を
知
ら
ざ
る
は
、
俗
に
湛
れ
ば
な

り
。
久
し
く
湛
り
て
去
ら
ざ
れ
ば
則
ち
性
の
若
し
。
性
は
、

性
に
非
ざ
る
に
異
な
る
も
、
熟
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。（
善
為

上
者
、
能
令
人
得
欲
無
窮
。
故
人
之
可
得
用
亦
無
窮
也
。
蠻

夷
反
舌
、
殊
俗
異
習
之
國
、
―
中
略
―
其
為
欲
使
、
一
也
。

三
王
不
能
革
、
不
能
革
而
功
成
者
、
順
其
天
也
。
桀
紂
不
能

離
、
不
能
離
而
國
亡
者
、
逆
其
天
也
。
逆
而
不
知
其
逆
也
、

湛
於
俗
也
。
久
湛
而
不
去
則
若
性
。
性
、
異
非
性
、
不
可
不

熟
。）（
為
欲
）

　

人
の
欲
望
は
天
で
性
だ
と
す
れ
ば
、
天
に
順
う
の
も
逆
ら
う
の

も
具
体
的
己
の
差
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
天
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
具
体
的
己
は
天
符
と
さ
れ
る
。

孔
子
温
伯
雪
子
を
見
る
。
言
は
ず
し
て
出
づ
。
子
貢
曰
く
、

夫
子
の
温
伯
雪
子
を
見
ん
と
欲
す
る
や
好
し
。
今
や
之
を
見

る
も
言
は
ず
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
、
と
。
孔
子
曰
く
、
夫
の

人
の
若
き
は
、
目
撃
し
て
道
存
す
。
以
て
声
を
容
る
べ
か
ら

ず
。
故
に
未
だ
其
の
人
を
見
ず
し
て
其
の
志
を
知
り
、
其
の
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人
を
見
て
心
と
志
と
皆
見
ゆ
る
は
、
天
符
同
じ
け
れ
ば
な

り
。
聖
人
の
相
ひ
知
る
や
、
豈
に
言
を
待
た
ん
や
、
と
。

（
孔
子
見
溫
伯
雪
子
。
不
言
而
出
。
子
貢
曰
、
夫
子
之
欲
見

溫
伯
雪
子
好
矣
。
今
也
見
之
而
不
言
。
其
故
何
也
。
孔
子

曰
、
若
夫
人
者
、
目
擊
而
道
存
矣
。
不
可
以
容
聲
矣
。
故
未

見
其
人
而
知
其
志
、
見
其
人
而
心
與
志
皆
見
、
天
符
同
也
。

聖
人
之
相
知
、
豈
待
言
哉
。）（
精
諭
）

　

天
符
は
人
の
心
と
志
を
傾
向
づ
け
る
天
の
符
号
で
あ
り
、
そ
の

人
の
己
だ
が
、
天
符
で
あ
る
な
ら
先
天
的
で
あ
り
、
神
農
、
尭
舜

も
天
符
の
現
れ
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
聖
人
は
先
天
的
に
聖
人
と
し

て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
己
を
天
符
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

故
に
子
華
子
曰
く
、
厚
く
し
て
博
か
ら
ず
、
敬
み
て
一
事
を

守
り
、
性
を
正
す
を
を
是
れ
喜
ぶ
。
群
衆
は
周
か
ら
ざ
る

も
、
一
能
を
成
す
に
務
む
。
能
を
尽
し
既
に
成
れ
ば
、
四
夷

乃
ち
平
な
り
。
唯
だ
彼
の
天
符
、
周
か
ら
ず
し
て
周
し
。
此

れ
神
農
の
長
ず
る
所
以
に
し
て
、
尭
舜
の
章
な
る
所
以
な

り
。（
故
子
華
子
曰
、
厚
而
不
博
、
敬
守
一
事
、
正
性
是
喜
。

群
眾
不
周
、
而
務
成
一
能
。
盡
能
既
成
、
四
夷
乃
平
。
唯
彼

天
符
、
不
周
而
周
。
此
神
農
之
所
以
長
、
而
堯
舜
之
所
以
章

也
。）（
知
度
）

　

天
符
は
聖
人
と
し
て
の
己
の
符
で
あ
り
、
己
の
現
実
対
応
能
力

で
あ
る
。
群
衆
は
一
面
的
な
能
力
が
あ
る
が
、
聖
人
は
そ
れ
ら
を

価
値
づ
け
人
全
体
を
管
理
す
る
判
断
基
準
を
先
天
的
に
持
つ
。
要

す
る
に
人
に
は
こ
の
天
符
の
有
る
者
と
無
い
者
が
存
在
す
る
。

客
季
子
に
問
ふ
有
り
て
曰
く
、
奚
を
以
て
舜
の
能
を
知
る
、

と
。
季
子
曰
く
、
尭
固
り
已
に
天
下
を
治
む
。
舜
は
天
下
を

治
む
る
を
言
ひ
て
己
の
符
に
合
す
、
是
を
以
て
其
の
能
を
知

る
、
と
。（
客
有
問
季
子
曰
、
奚
以
知
舜
之
能
也
。
季
子
曰
、

堯
固
已
治
天
下
矣
。
舜
言
治
天
下
而
合
己
之
符
、
是
以
知
其

能
也
。）（
有
度
）

　

己
の
符
は
天
の
与
え
た
材
と
も
さ
れ
る
。

故
に
聖
人
の
事
、
―
中
略
―
慈
親
も
子
に
伝
ふ
る
能
は
ず
、

忠
臣
も
君
に
入
る
る
能
は
ず
、
唯
だ
其
の
材
有
る
者
の
み
之

に
近
づ
く
を
為
す
。（
故
聖
人
之
事
、
―
中
略
―
慈
親
不
能

傳
於
子
、
忠
臣
不
能
入
於
君
、
唯
有
其
材
者
為
近
之
。）（
執

一
）

　

つ
ま
り
己
も
万
物
同
様
等
差
を
以
て
具
体
的
に
生
み
出
さ
れ

る
。
故
に
そ
の
己
を
中
心
に
闘
争
す
る
の
も
性
、
天
に
よ
る
。
人

が
争
う
の
は
天
の
常
で
あ
る
な
ら
、
天
符
の
有
る
聖
人
と
無
い
者

の
視
点
は
異
な
る
以
上
争
う
事
に
な
り
、
戦
う
の
も
天
命
で
あ

る
。
戦
い
に
は
勝
敗
が
あ
る
。
故
に
聖
人
は
通
常
の
人
を
人
と
し

て
い
る
根
源
の
天
に
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

昔
、
先
聖
王
は
、
―
中
略
―
故
に
其
の
道
に
反
れ
ば
身
善
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し
。
義
を
行
へ
ば
則
ち
人
善
し
。
君
道
を
備
ふ
る
を
楽
し
ま

ば
、
而
ち
百
官
已
に
治
り
、
万
民
已
に
利
あ
り
。
三
者
の
成

る
や
、
無
為
に
在
り
。
無
為
の
道
を
天
に
勝
つ
と
曰
ひ
、
義

を
身
を
利
す
る
と
曰
ひ
、
君
を
身
と
す
る
勿
し
と
曰
ふ
。
身

と
す
る
勿
く
ん
ば
、
督
し
く
聴
く
。
身
を
利
す
れ
ば
、
平
靜

な
り
。
天
に
勝
た
ば
、
性
に
順
ふ
。
性
に
順
は
ば
則
ち
聰
明

に
し
て
壽
長
し
。
平
靜
な
れ
ば
則
ち
業
進
み
郷
ふ
を
楽
む
。

督
し
く
聴
か
ば
則
ち
姦
塞
が
れ
て
皇
は
ず
。（
昔
者
先
聖
王
、

―
中
略
―
故
反
其
道
而
身
善
矣
。
行
義
則
人
善
矣
。
樂
備
君

道
、
而
百
官
已
治
矣
、
萬
民
已
利
矣
。
三
者
之
成
也
、
在
於

無
為
。
無
為
之
道
曰
勝
天
、
義
曰
利
身
、
君
曰
勿
身
。
勿

身
、
督
聽
。
利
身
、
平
靜
。
勝
天
、
順
性
。
順
性
則
聰
明
壽

長
。
平
靜
則
業
進
樂
鄕
。
督
聽
則
姦
塞
不
皇
。）（
先
己
）

　

聖
王
が
身
を
治
め
天
下
が
治
る
条
件
は
無
為
の
道
に
反
る
事
に

在
り
、
そ
れ
が
天
に
勝
つ
事
と
さ
れ
る
。
天
に
勝
つ
と
は
、
性
に

順
う
在
り
方
に
至
る
事
と
さ
れ
る
。
要
す
る
に
天
符
を
与
え
ら
れ

た
聖
人
が
己
の
内
な
る
性
命
の
情
に
達
し
、
身
、
国
と
拡
大
し
、

己
を
天
下
と
同
じ
く
す
る
事
で
あ
り
、
結
果
己
の
外
な
る
天
、
即

ち
天
下
、
つ
ま
り
時
と
人
に
勝
つ
と
い
う
訳
で
あ
る
。
こ
の
様
な

己
の
拡
大
が
無
為
の
道
な
ら
、
天
に
勝
つ
と
は
太
一
の
具
現
化
で

あ
り
、
己
と
は
太
一
だ
と
す
る
事
で
あ
る
。

是
の
故
に
聖
王
の
徳
は
、
融
乎
と
し
て
月
の
始
め
て
出
づ
る

が
若
く
、
六
合
を
極
燭
而
し
て
窮
屈
す
る
所
無
し
。
昭
乎
と

し
て
日
の
光
の
若
く
、
万
物
を
変
化
し
て
行
か
ざ
る
所
無

し
。
神
は
、
太
一
に
合
し
、
生
は
屈
す
る
所
無
く
、
意
は
障

ぐ
べ
か
ら
ず
。
精
は
、
鬼
神
に
通
じ
、
深
微
玄
妙
、
其
の
形

を
見
る
莫
し
。（
是
故
聖
王
之
德
、
融
乎
若
月
之
始
出
、
極

燭
六
合
而
無
所
窮
屈
。
昭
乎
若
日
之
光
、
變
化
萬
物
而
無
所

不
行
。
神
、
合
乎
太
一
、
生
無
所
屈
、
而
意
不
可
障
。
精
、

通
乎
鬼
神
、
深
微
玄
妙
、
而
莫
見
其
形
。）（
勿
躬
）

　

聖
王
の
徳
が
拡
大
し
、
精
神
が
太
一
に
一
体
化
し
て
鬼
神
に
通

ず
る
の
も
太
一
の
展
開
で
あ
る
。
故
に
太
一
が
己
だ
と
い
う
自
覚

は
、
天
地
万
物
は
一
人
の
身
な
り
と
す
る
己
で
あ
り
、
太
一
本
体

を
本
体
と
位
置
づ
け
る
己
は
現
象
と
し
て
の
外
な
る
天
を
太
一
自

体
と
し
て
意
識
化
す
る
、
そ
れ
が
天
に
勝
つ
事
な
の
で
あ
る
。
天

に
勝
た
ね
ば
天
が
生
み
出
し
た
人
を
不
義
と
し
て
討
つ
資
格
は
な

い
。

夫
れ
攻
伐
の
事
、
未
だ
無
道
を
攻
め
ず
し
て
不
義
を
罰
す
有

ら
ず
。
無
道
を
攻
め
て
不
義
を
伐
た
ば
、
則
ち
福
焉
よ
り
大

な
る
は
莫
く
、
黔
首
の
利
焉
よ
り
厚
き
は
莫
し
。
之
を
禁
ず

る
は
、
是
れ
有
道
を
息
め
有
義
を
伐
つ
な
り
。（
夫
攻
伐
之

事
、
未
有
不
攻
無
道
而
罰
不
義
也
。
攻
無
道
而
伐
不
義
、
則

福
莫
大
焉
、
黔
首
利
莫
厚
焉
。
禁
之
者
、
是
息
有
道
而
伐
有

義
也
。）（
振
亂
）
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『
呂
氏
春
秋
』
は
義
兵
説
を
取
る（
注
31
）が
、
そ
の
生
殺
与
奪
の

権
の
前
提
が
こ
の
天
の
展
開
で
あ
る
。
そ
れ
は
周
室
滅
ん
で
天
子

既
に
断
た
れ
た
天
の
時
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

今
周
室
既
に
滅
び
、
天
子
已
に
絶
た
る
。
乱
は
天
子
無
き
よ

り
大
な
る
は
莫
し
。
天
子
無
く
ん
ば
則
ち
強
き
者
弱
に
勝

ち
、
衆
き
者
寡
に
暴
し
、
兵
を
以
て
相
ひ
残
ひ
、
休
息
す
る

を
得
ず
。
今
の
世
は
之
に
当
る
。（
今
周
室
既
滅
、
而
天
子

已
絕
。
亂
莫
大
於
無
天
子
。
無
天
子
則
彊
者
勝
弱
、
眾
者
暴

寡
、
以
兵
相
殘
、
不
得
休
息
。
今
之
世
當
之
矣
。）（
謹
聽
）

お
わ
り
に

　

本
論
は
『
呂
氏
春
秋
』
に
於
け
る
天
の
展
開
が
『
管
子
』
の
道

の
展
開
を
下
敷
き
に
、
荀
子
学
派
の
天
人
の
分
を
無
力
化
す
る
為

に
人
の
中
に
天
を
立
て
天
を
連
続
さ
せ
、
天
に
代
表
さ
れ
る
諸
家

の
根
源
と
す
る
も
の
を
す
べ
て
太
一
と
し
、
そ
の
展
開
が
己
だ
と

す
る
事
で
そ
の
背
後
に
立
ち
、
太
一
一
元
論
に
由
る
己
を
国
家
の

核
と
し
て
提
示
し
、
生
殺
与
奪
の
権
の
根
拠
と
す
る
事
で
そ
の
立

場
を
確
立
し
六
国
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
国
家
体
制
論
の
前
提
で

あ
る
事
を
論
じ
た
。
つ
ま
り
雑
家
と
は
儒
墨
名
法
の
所
説
を
兼
ね

合
わ
せ
国
家
体
制
を
形
成
す
る
総
合
政
策
学
派（
注
32
）で
あ
り
、
己

と
い
う
枠
組
み
を
持
つ
国
体
論
を
展
開
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

注

（
1
）「
雜
家
者
流
、
蓋
出
於
議
官
。
兼
儒
墨
、
合
名
法
、
知
國
體
之
有
此
、 

見
王
治
之
無
不
貫
、此
其
所
長
也
。及
盪
者
為
之
、則
漫
羨
而
無
所
歸
心
。」

（『
漢
書
藝
文
志
』）

（
2
）『
史
記
』
呂
不
韋
列
傳
及
び
『
呂
氏
春
秋
』
序
意
篇
参
照

（
3
）
武
内
義
雄
『
諸
子
概
説
』（
東
京
弘
文
堂
一
九
三
五
年
『
武
内
義
雄
全

集
』
巻
七
所
収
126
、
128
頁
一
九
七
九
年
）

（
4
）
赤
塚
忠
「
呂
氏
春
秋
の
思
想
史
的
意
義
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
八

3
、
11
頁
一
九
五
六
年
）

（
5
）
町
田
三
郎
「『
管
子
』
と
『
呂
氏
春
秋
』」（『
中
国
哲
学
論
集
』
七
11

頁
一
九
八
一
年
）

同
氏
『
中
国
の
古
典　

呂
氏
春
秋
』（
講
談
社
一
九
八
七
年
同
書
講
談
社

学
術
文
庫
版
「
解
説
」
326
頁
二
〇
〇
五
年
）

（
6
）
浅
野
裕
一
「『
呂
氏
春
秋
』
と
天
人
相
関
思
想
（
上
）
―
編
集
意
図
探

求
の
一
環
と
し
て
―
」（『
呂
氏
春
秋
研
究
』
四
22
頁
一
九
九
〇
年
）

（
7
）
拙
論
「『
管
子
』
の
「
道
」
に
つ
い
て
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
53
号
二

〇
一
一
年
）

同
「
管
子
の
聖
人
」（『
集
刊
東
洋
学
』
106
号
二
〇
一
一
年
）

（
8
）
テ
キ
ス
ト
は
四
部
叢
刊
本
を
底
本
と
し
、許
維
遹
『
呂
氏
春
秋
集
釈
』、
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陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
釈
』
等
を
参
照
し
て
校
訂
し
た
も
の
を
用
い
た
。

（
9
）『
老
子
』
14
章
、
35
章

（
10
）『
管
子
』
の
方
策
や
道
路
と
い
っ
た
具
体
的
形
や
こ
と
ば
で
示
さ
れ
る

有
形
の
道
の
前
提
で
あ
る
形
而
上
の
道
概
念
は
、「
不
見
其
形
、
不
聞
其

聲
、
而
序
其
成
。
謂
之
道
。）」（『
管
子
』
內
業
）、
又
「
虛
無
無
形
、
謂

之
道
。
化
育
萬
物
、
謂
之
德
。」（『
管
子
』
心
術
上
）
と
あ
る
様
に
、『
老

子
』
の
「
有
物
昆
成
、
先
天
地
生
。
寂
呵
寥
呵
、
獨
立
而
不
改
、
可
以

為
天
地
母
。
吾
未
知
其
名
、字
之
曰
道
。
吾
強
為
之
名
曰
大
。」（『
老
子
』

25
章
）
と
あ
る
道
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
。『
呂
氏
春
秋
』
が
こ
の

様
な
管
子
を
意
識
し
て
編
集
さ
れ
た
事
は
、
時
令
説
の
形
式
ば
か
り
で

な
く
、
そ
の
思
想
的
特
徴
を
示
す
概
念
を
下
敷
き
に
し
た
部
分
が
見
ら

れ
る
点
か
ら
も
推
測
で
き
る
。『
管
子
』
に
特
徴
的
な
概
念
と
は
、
金
谷

治
『
心
の
中
の
心
―
中
国
古
代
心
理
説
の
展
開
―
』（
追
手
門
学
院
大
学

二
十
周
年
記
念
論
集　

文
学
部
篇
一
九
八
七
年
）『
金
谷
治
中
国
思
想
論

集
』（
上
巻
所
収
一
九
九
七
年
平
河
出
版
社
）
が
既
に
指
摘
す
る
「
心
之

中
又
有
心
焉
。」（『
管
子
』
内
業
）
と
あ
る
文
で
、
心
が
こ
と
ば
を
無
限

に
分
節
す
る
と
い
う
思
考
（
詳
細
は
注
（
7
）
拙
論
27
頁
）
だ
が
、『
呂

氏
春
秋
』
に
は
「
辭
之
中
又
有
辭
焉
、心
之
謂
也
。」（
淫
辭
）
と
い
う
『
管

子
』
の
文
の
焼
き
直
し
と
い
う
他
な
い
文
が
あ
る
。
又
『
管
子
』
に
於

け
る
聖
人
の
中
核
的
能
力
は
、
斉
の
桓
公
と
管
仲
の
会
話
に
有
る
東
郭

牙
（
東
郭
郵
）
の
見
え
な
い
も
の
を
概
念
化
し
て
示
す
能
力
（「
聖
人
先

知
無
形
。」『
管
子
』
小
問
）
だ
が
、『
呂
氏
春
秋
』
は
こ
の
説
話
を
そ
の

ま
ま
引
用
し
、
焼
き
直
し
の
説
明
（「
聖
人
聽
於
無
聲
、
視
於
無
形
。」

重
言
）
を
加
え
る
。

（
11
）『
老
子
』
45
章

（
12
）『
老
子
』
47
章

（
13
）「
凡
在
天
下
九
州
之
民
者
、
無
不
咸
獻
其
力
、
以
供
皇
天
上
帝
社
稷
寢

廟
山
林
名
川
之
祀
。」（
季
冬
紀
）

（
14
）「
天
子
乃
祈
來
年
于
天
宗
。」（
孟
冬
紀
）

（
15
）『
管
子
』
で
は
道
が
天
地
を
生
み
、
天
は
道
の
展
開
で
あ
る
時
と
さ
れ

る
。「
道
生
天
地
、德
出
賢
人
。
道
生
德
、德
生
正
、正
生
事
。」（『
管
子
』

四
時
）「
時
者
得
天
、義
者
得
人
。
既
時
且
義
。
故
能
得
天
與
人
。」（『
管

子
』
樞
言
）

（
16
）
禹
仰
視
天
而
歎
曰
、
吾
受
命
於
天
、
竭
力
以
養
人
。
生
、
性
也
。
死
、

命
也
。
余
何
憂
於
龍
焉
。
―
中
略
―
命
也
者
、
不
知
所
以
然
而
然
者
也
。

人
事
智
巧
以
舉
錯
者
不
得
與
焉
。（
知
分
）

（
17
）「
桀
迷
惑
於
末
嬉
、
―
中
略
―
民
心
積
怨
。
皆
曰
、
上
天
弗
恤
、
夏
命

其
卒
。」（
慎
大
）
又
「
禍
福
之
所
自
來
、眾
人
以
為
命
。
安
知
其
所
。」（
應

同
）
と
あ
る
。

（
18
）「
天
殃
」（
孟
春
紀
）「
天
之
所
禍
」（
重
己
）「
天
之
所
誅
」（
懷
寵
）「
天

菑
」（
審
時
）「
天
罰
」（
制
樂
）

（
19
）「
天
賞
」（
明
理
）

（
20
）「
天
之
見
妖
也
」（
制
樂
）「
天
必
先
見
祥
乎
下
民
。」（
應
同
）

（
21
）「
解
在
乎
天
地
之
所
以
形
。」（
有
始
）
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（
22
）「
天
有
九
野
。
地
有
九
州
。」（
有
始
）

（
23
）「
凡
四
極
之
內
、
東
西
五
億
有
九
萬
七
千
里
、
南
北
亦
五
億
有
九
萬
七

千
里
。
極
星
與
天
俱
游
、而
天
極
不
移
。」（
有
始
）「
當
樞
之
下
無
晝
夜
。

白
民
之
南
、建
木
之
下
、日
中
無
影
、呼
而
無
響
、蓋
天
地
之
中
也
。」（
有

始
）

（
24
）「
是
月
也
、
天
氣
下
降
、
地
氣
上
騰
、
天
地
和
同
、
草
木
繁
動
。
王
布

農
事
。」（
孟
春
紀
）

（
25
）「
天
地
至
大
矣
、
至
眾
矣
。
將
奚
不
有
為
也
。
而
無
以
為
。
為
矣
而
無

以
為
之
。」（
異
寶
）「
天
無
私
覆
也
。
地
無
私
載
也
。
日
月
無
私
燭
也
。

四
時
無
私
行
也
。
行
其
德
、
而
萬
物
得
遂
長
焉
。」（
去
私
）

（
26
）「
四
方
上
下
曰
宇
。」「
往
古
來
今
曰
宙
。」（
下
賢
篇
高
誘
注
）

（
27
）「
殷
湯
即
位
。
夏
為
無
道
、
暴
虐
萬
民
、
侵
削
諸
侯
、
不
用
軌
度
。
天

下
患
之
。」（
古
樂
）

（
28
）「
齊
之
好
勇
者
、
―
中
略
―
一
人
曰
、
子
肉
也
。
我
肉
也
。」（
當
務
）

（
29
）
注
（
12
）
又
『
老
子
』
17
章

（
30
）「
昌
國
君
將
五
國
之
兵
以
攻
齊
。
齊
使
觸
子
將
、
以
迎
天
下
之
兵
於
濟

上
。」（
權
勳
）
と
あ
り
、斉
の
国
が
天
下
の
兵
と
対
峙
す
る
と
あ
る
様
に
、

我
が
斉
の
外
側
が
天
下
と
さ
れ
る
。

（
31
）
湯
浅
邦
弘
「『
呂
氏
春
秋
』
の
義
兵
説
―
『
墨
子
』『
司
馬
法
』
と
の

対
比
―
」（
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
）
25
巻
一
九
九
一

年
）

（
32
）
注
（
1
）
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